
法
琳
⽝
弁
正
論
⽞
と
親
鸞
⽝
教
行
証
文
類
⽞

野

田

智

明

は
じ
め
に

小
論
で
は
、
親
鸞
（
一
一
七
三
ᴷ
一
二
六
二
）
の
⽝
教
行
証
文
類
⽞⽛
化
身
土

文
類
⽜
末
に
お
け
る
法
琳
（
五
七
二
ᴷ
六
四
〇
）
撰
⽝
弁
正
論
⽞
引
用
に
つ
い

て
考
察
す
る
。⽝
弁
正
論
⽞
と
は
、
唐
代
初
期
の
道
教
・
儒
教
・
仏
教
の
三
教

の
交
渉
の
中
で
、
仏
法
の
護
法
を
目
的
と
し
て
撰
述
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
。
親

鸞
は
、⽛
化
身
土
文
類
⽜
末
の
⽛
大
乗
経
典
に
依
っ
て
真
実
と
邪
偽
を
勘
決
し
、

外
教
邪
偽
に
執
着
す
る
者
を
教
誡
す
る
⽜
と
い
う
文
脈
の
中
で
、
こ
の
⽝
弁
正

論
⽞
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
に
は
⽛
弁
正
論
〔
法
琳ノ

撰ニ

〕
曰ク

、
十
喩
九

箴
篇
、
答ス

。
李
道
士
十
異
九
述①
。⽜
と
あ
り
、
太
上
老
君
を
重
ん
じ
る
道
士
と
、

釈
尊
を
重
ん
じ
る
法
琳
と
の
対
論
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
⽛
化
身
土
文
類
⽜
末
に
お
け
る
⽝
弁
正
論
⽞
引
用
に
つ
い
て
、⽝
教
行

証
文
類
⽞
の
正
統
な
指
南
書
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
存
覚
（
一
二
九
〇

ᴷ
一
三
七
三
）
の
⽝
六
要
鈔
⽞
で
は
、⽛
お
ほ
よ
そ
こ
の
論
文
、
一
々
の
文
義
、

た
や
す
く
解
す
べ
か
ら
ず
、
ま
た
要
須
に
あ
ら
ず②
。⽜
と
評
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
従
来
よ
り
、⽝
弁
正
論
⽞
引
用
は
、
文
意
を
理
解
す
る
こ
と
が
困
難
な

引
用
文
と
し
て
認
識
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
主
要
な
引
用
文
と
し
て
見
做
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
星
野
元
豊
は
、
こ
の
難
解
さ
に
つ
い
て
、⽛
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な

文
を
引
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
理
解
に
苦
し
む
も
の
が
多
い③
⽜
と
述
べ

て
い
る
。⽝
弁
正
論
⽞
自
体
の
言
葉
は
、
既
に
中
国
仏
教
学
者
に
よ
っ
て
指
摘

さ
れ
る
よ
う
に
、
唐
代
初
期
の
道
教
・
儒
教
・
仏
教
の
三
教
交
渉
を
背
景
と
し

て
読
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
親
鸞
の
生
き
た
中
世
鎌
倉
期

で
は
、⽝
教
行
証
文
類
⽞
以
上
に
⽝
弁
正
論
⽞
を
取
り
上
げ
た
仏
教
典
籍
は
現

存
し
て
お
ら
ず
、
法
琳
の
批
判
対
象
に
当
た
る
太
上
老
君
を
信
仰
し
た
道
士
は

公
に
は
実
在
し
な
い
た
め④
、
そ
の
言
葉
の
意
味
と
機
能
を
見
出
し
に
く
い
と
い

う
難
点
が
付
き
纏
っ
て
し
ま
う
。

そ
の
た
め
、
現
在
の
⽛
化
身
土
文
類
⽜
末
の
研
究
で
は
、
親
鸞
が
中
世
鎌
倉

期
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
唐
代
初
期
の
道
士
と
法
琳
の
対
論
を
引
用
し
た

必
然
性
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
一
つ
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
で
は
、
藤

場
俊
基
の
⽝
弁
正
論
⽞
引
用
を
検
討
し
た
書
籍
が
出
版
さ
れ⑤
、
そ
の
後
も
関
連

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
論
考
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
西
義
人
や
藤
原
智
は
、
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親
鸞
は
⽝
興
福
寺
奏
状
⽞
や
⽝
停
止
一
向
専
修
記
⽞
の
専
修
念
仏
批
判
の
記
述

に
応
答
す
る
形
で
法
琳
の
⽝
弁
正
論
⽞
を
引
用
し
た
と
論
じ
て
い
る⑥
。
こ
う
し

た
親
鸞
の
同
時
代
資
料
か
ら
⽝
弁
正
論
⽞
の
引
用
意
図
を
露
わ
に
し
た
論
考
は
、

上
記
の
課
題
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
非
常
に
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、⽝
弁
正
論
⽞
に
お
け
る
引
用
全
体
を
包
括
的
に
読
み
解
く
視
座

の
提
示
に
は
、
未
だ
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
論
で
は
、
ま
ず
基
礎
的
考
察
と
し
て
法
琳
の
撰
述
し
た
⽝
弁
正

論
⽞
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
、⽝
教
行
証
文
類
⽞
に
引
用
さ
れ
た
⽝
弁
正

論
⽞
に
つ
い
て
中
世
鎌
倉
期
の
時
代
状
況
と
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
。
特
に
南
都

北
嶺
の
奏
状
で
は
、
法
琳
と
関
係
が
あ
る
⽛
道
士
⽜
や
⽛
唐
太
宗
⽜
の
事
例
に

よ
っ
て
専
修
念
仏
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
す
る
。
そ
し
て
、
親
鸞
は
、

こ
う
し
た
専
修
念
仏
批
判
に
応
答
す
る
た
め
に
⽝
教
行
証
文
類
⽞⽛
後
序
⽜
と

の
意
味
的
連
関
の
も
と
で
⽝
弁
正
論
⽞
を
配
置
し
、
訓
読
を
施
し
て
お
り
、
そ

こ
で
は
⽝
弁
正
論
⽞
の
原
意
が
別
様
の
仕
方
で
再
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。
以
上
の
分
析
を
通
し
て
、⽝
弁
正
論
⽞
引
用
全
体
を
総
合
的
に
理
解

可
能
に
す
る
視
座
と
、
そ
の
言
説
の
意
義
を
示
す
こ
と
を
試
み
た
い
。

一

法
琳
と
⽝
弁
正
論
⽞

最
初
に
唐
代
初
期
を
生
き
た
法
琳
の
⽝
弁
正
論
⽞
の
特
徴
に
つ
い
て
示
す
。

法
琳
撰
⽝
弁
正
論
⽞
は
、
仏
教
の
護
法
を
目
的
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
八
巻
十
二
篇
か
ら
成
っ
て
い
る
。
十
二
の
篇
名
は
、⽛
三
教
治
道
篇
⽜⽛
十

代
奉
仏
篇
⽜⽛
仏
道
先
後
篇
⽜⽛
釋
李
師
資
篇
⽜⽛
十
喩
篇
⽜⽛
九
箴
篇
⽜⽛
気
為

道
本
篇
⽜⽛
信
毀
交
報
篇
⽜⽛
品
藻
衆
書
篇
⽜⽛
出
道
偽
謬
篇
⽜⽛
歴
世
相
承
篇
⽜

⽛
帰
心
有
地
篇
⽜
で
あ
る
。
こ
う
し
た
護
教
文
献
は
、
二
世
紀
以
降
、
仏
教
が

中
国
と
い
う
新
た
な
土
壌
に
定
着
す
る
過
程
に
お
い
て
、
道
教
や
儒
教
の
も
つ

思
想
・
文
化
と
の
摩
擦
を
と
お
し
て
出
現
し
た
。
と
り
わ
け
法
琳
の
⽝
弁
正

論
⽞
が
成
立
し
た
唐
代
初
期
は
、
王
朝
が
道
教
を
優
先
さ
せ
る
態
度
を
鮮
明
に

し
て
お
り
、
道
教
と
仏
教
と
の
間
に
軋
轢
が
生
じ
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る⑦
。

法
琳
の
事
蹟⑧
と
⽝
弁
正
論
⽞
の
成
立
背
景
に
つ
い
て
は
、
道
宣
（
五
九
七
ᴷ

六
六
七
）
選
⽝
続
高
僧
伝
⽞・⽝
広
弘
明
集
⽞・⽝
集
古
今
仏
道
論
衡
⽞
や
彦
琮
撰

⽝
唐
護
法
沙
門
法
琳
別
伝
⽞（
以
下
⽝
法
琳
別
伝
⽞）
に
お
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
最
も
詳
細
に
記
録
し
た
⽝
法
琳
別
伝
⽞
巻
中
に
よ
る
と
、
武
徳
九

年
（
六
二
六
）
頃
か
ら
執
筆
さ
れ
始
め
た
⽝
弁
正
論
⽞
八
巻
十
二
篇
の
撰
述
意

図
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

⿠
武
徳
七
年
（
六
二
四
）、
道
士
李
仲
卿
・
劉
進
喜
が
仏
教
を
貶
す
た
め
に

⽝
十
異
・
九
迷
論
⽞・⽝
顕
正
論
⽞
を
著
し
た
こ
と
を
受
け
、⽝
弁
正
論
⽞

⽛
三
教
治
道
篇
⽜
に
お
い
て
、
儒
道
仏
三
教
を
論
じ
て
、
こ
の
論
書
を
撰

述
す
る
所
以
を
述
べ
た
。
次
に
、⽛
十
喩
篇
⽜⽛
九
箴
篇
⽜
に
お
い
て
、

⽛
九
箴
⽜
を
著
し
、
李
仲
卿
の
⽛
九
迷
⽜
へ
の
答
え
と
し
た
。
ま
た
、⽛
十

喩
⽜
に
よ
っ
て
⽛
十
異
⽜
を
斥
け
た
。⽛
気
為
道
本
篇
⽜
も
道
士
へ
の
批

判
で
あ
る
。

⿠
武
徳
八
年
（
実
際
に
は
七
年
）、
唐
高
祖
（
六
一
八
ᴷ
六
二
六
年
在
位
）
が
設

法
琳
⽝
弁
正
論
⽞
と
親
鸞
⽝
教
行
証
文
類
⽞
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け
た
三
教
論
衡
の
場
に
お
け
る
勝
光
寺
慧
乗
の
論
議
に
基
づ
い
て
、⽛
仏

道
先
後
篇
⽜⽛
釈
李
師
資
篇
⽜
な
ど
を
著
し
た
。

⿠
⼦十
代
奉
仏
篇
⽜
で
は
、
傅
奕
・
李
仲
卿
・
劉
進
喜
三
人
と
と
も
に
仏
教

は
後
漢
以
前
に
伝
わ
ら
な
い
と
指
摘
す
る
こ
と
に
対
す
る
反
証
と
し
て
、

歴
代
宰
輔
の
崇
仏
の
事
跡
を
列
挙
し
た
。
そ
し
て
、⽛
信
毀
交
報
篇
⽜
を

述
べ
て
、
道
士
た
ち
を
改
め
さ
せ
よ
う
と
し
た⑨
。

こ
の
⽝
法
琳
別
伝
⽞
の
記
述
に
関
連
し
て
⽝
続
高
僧
傳
⽞
卷
二
十
四
に
よ
る
と
、

武
德
八
年
、
唐
高
祖
が
三
教
論
衡
の
場
を
設
け
た
後
、
老
子
の
教
え
を
先
に
置

き
、
次
が
孔
子
の
教
え
で
あ
り
、
最
後
が
釈
尊
の
教
え
で
あ
る
と
結
論
付
け
て

い
る⑩
。
そ
の
た
め
、
法
琳
は
、
道
士
の
仏
教
批
判
に
よ
っ
て
王
朝
が
道
教
に
対

し
て
仏
教
を
軽
視
す
る
風
潮
を
認
識
し
な
が
ら
、⽝
弁
正
論
⽞
を
撰
述
し
た
と

言
え
よ
う
。

⽝
弁
正
論
⽞
の
文
献
的
性
格
に
つ
い
て
は
、⽝
法
琳
別
伝
⽞
巻
中
に
お
い
て
、

儒
・
道
・
仏
の
⽛
三
教
を
叙
述
し
、
志
は
国
を
益
す
る
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
⽜

し
た
書
で
あ
る
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、⽝
弁
正
論
⽞⽛
三
教
治

道
篇
⽜
で
は
、
孔
子
（
儒
教
）
の
孝
忠
は
父
母
君
主
に
つ
か
え
て
家
国
を
保
全

す
る
⽛
訓
俗
の
教
⽜
で
あ
り
、
老
子
（
道
教
）
の
道
徳
は
身
を
危
害
か
ら
守
る

⽛
持
身
の
術
⽜
で
あ
り
、
釈
尊
（
仏
教
）
の
慈
悲
は
人
々
の
苦
を
救
う
⽛
育
物

の
行
⽜
で
あ
る
と
記
し
、
三
教
の
特
色
を
叙
述
し
て
い
る⑪
。

そ
の
上
で
、
法
琳
は
、
道
安
の
⽝
二
教
論
⽞
を
踏
襲
し
て
、
道
教
は
教
主
を

持
た
な
い
ゆ
え
に
教
で
す
ら
な
い
と
看
破
す
る⑫
。
そ
し
て
、⽛
十
喩
篇
⽜⽛
九
箴

篇
⽜⽛
気
為
道
本
篇
⽜
で
は
、
道
士
が
崇
拝
し
た
太
上
老
君
の
教
義
を
徹
底
的

に
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
太
上
老
君
と
は
、
後
漢
以
降
、
仏
教
思
想
に
対
抗
す

る
た
め
に
⽝
老
子
⽞
を
道
教
化
し
た
存
在
で
あ
り
、
唐
代
初
期
に
は
王
室
の
祖

先
神
と
見
做
さ
れ
た
存
在
で
あ
る⑬
。

他
方
、
儒
教
に
関
し
て
は
三
皇
五
帝
を
教
主
と
す
る
ゆ
え
に
教
と
し
て
認
め

て
お
り
、
儒
教
の
経
書
は
、⽛
書
但
息
其
一
刑
⽜
と
し
て
罪
悪
を
そ
の
つ
ど
の

一
刑
で
と
ど
め
る
の
み
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
仏
教
の
経
典

は
、⽛
經
乃
遮
其
三
報
⽜
と
し
て
現
世
に
と
ど
ま
ら
ず
に
、
過
去
・
現
在
・
未

来
の
三
報
の
悪
行
を
遮
る
た
め
に
優
位
で
あ
る
と
す
る⑭
。

ま
た
、⽝
弁
正
論
⽞
は
、
儒
道
二
教
へ
の
批
判
を
と
お
し
て
仏
法
の
⽛
国
を

益
す
る
⽜
効
用
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。⽛
三
教
治
道
篇
⽜
で
は
、⽝
仁
王
経
⽞

を
引
用
し
、
仏
法
は
、
国
土
に
生
じ
る
災
難
を
滅
し
、⽛
七
福
即
生
、
萬
姓
安

樂⑮
⽜
と
す
る
と
説
く
。
こ
の
よ
う
に
法
琳
は
、
天
下
国
家
の
治
政
に
対
す
る
仏

法
の
効
用
を
強
調
し
て
い
る
。⽛
仏
道
先
後
篇
⽜・⽛
釈
李
師
資
篇
⽜・⽛
九
箴
篇
⽜

で
は
、夫

世
界
初
成
、
未
有
日
月
。
二
大
菩
薩
下
救
蒼
生
。
爰
列
三
光
、
是
興
八

卦
。
伏
羲
皇
者
、
應
聲
大
士
。
女
媧
后
者
、
吉
祥
菩
薩
。

所
以
佛
遣
三
、
聖
權
化
一
方
。
布
治
國
之
儀
、
敍
修
身
之
術
。
庶
令
其
代

邢
用
禮
、
變
薄
還
淳
。

三
皇
統
化
、〈⽝
須
彌
四
域
經
⽞
云
、
應
聲
菩
薩
爲
伏
羲
、
吉
祥
菩
薩
爲
女

媧
。〉
居
淳
風
之
初
。
三
聖
立
言
、〈⽝
空
寂
所
問
經
⽞
云
、
迦
葉
爲
老
子
、
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儒
童
爲
孔
子
、
光
淨
爲
顏
回
。〉
興
已
澆
之
末
。
玄
虚
沖
一
之
旨
、
黄
老

盛
其
談
。
詩
書
禮
樂
之
文
、
周
孔
隆
其
教
。
明
謙
守
質
、
乃
登
聖
之
階
梯
、

三
畏
五
常
、
爲
人
天
之
由
漸
。
蓋
冥
符
於
佛
理
、
非
正
辯
極
談⑯
。

と
あ
る
よ
う
に
、
儒
教
の
教
主
で
あ
っ
た
伏
羲
や
女
媧
を
含
め
る
三
皇
や
、
道

教
の
老
子
、
儒
教
の
孔
子
、
顔
回
ま
で
も
菩
薩
の
化
身
と
し
て
仏
法
に
取
り
込

み
、
治
国
の
儀
や
修
身
の
術
を
説
い
た
り
、
三
畏
・
五
常
を
説
い
た
り
し
た
と

記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
法
琳
は
、
儒
道
二
教
に
対
し
て
、
確
か
に
仏
理
に
合

致
す
る
点
が
あ
る
が
、
正
し
い
道
理
を
の
べ
た
究
極
の
所
談
で
は
な
い
と
主
張

す
る
。
つ
ま
り
、
法
琳
は
、
道
士
や
儒
者
の
信
仰
対
象
で
あ
っ
た
三
皇
や
老
子

を
菩
薩
と
し
て
仏
法
の
内
部
に
位
置
付
け
る
こ
と
で
、
正
し
い
所
談
を
示
し
、

仏
法
の
社
会
性
・
政
治
性
を
提
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
中
西
久
味
は
、
法
琳
撰
⽝
弁
正
論
⽞
に
つ
い
て
、⽛
仏
教
に
お

け
る
世
間
的
政
治
的
効
用
と
い
う
厄
介
な
問
題
に
真
正
面
か
ら
と
り
く
ん
だ
護

法
論
⽜
と
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
背
景
に
武
徳
四
年
（
六
二
一
）、
道

士
傅
奕
が
⽛
益
国
利
民
の
事
十
有
條
⽜
を
奉
っ
て
仏
法
は
⽛
益
国
利
民
⽜
の
観

点
を
欠
く
と
批
難
し
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
、⽛
こ
れ
は
が
ん
ら
い
出
世
間
の

教
え
・
方
外
の
教
え
で
あ
る
は
ず
の
仏
教
に
た
い
し
て
、
政
治
的
社
会
的
な
観

点
か
ら
の
排
撃
が
澎
湃
と
し
て
起
こ
っ
て
い
た
と
い
う
当
時
の
情
勢
か
ら
な
か

ば
要
請
さ
れ
た
弁
明
に
ほ
か
な
ら
な
い
。⽜
と
論
じ
て
い
る⑰
。
倉
本
尚
徳
も
、

中
西
の
所
論
に
同
意
し
て
、⽛
仏
教
が
い
か
に
⽛
益
国
利
民
⽜
か
、
換
言
す
れ

ば
、
天
下
国
家
の
治
政
に
対
す
る
仏
教
の
効
用
を
説
く
こ
と
こ
そ
が
、
法
琳
の

主
眼
で
あ
る⑱
。⽜
と
述
べ
て
い
る
。

た
だ
し
、
法
琳
の
⽝
弁
正
論
⽞
は
、
当
時
の
統
治
層
に
肯
定
的
に
は
受
容
さ

れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
貞
観
十
二
年
（
六
三
七
）、
唐
太
宗
（
六
二
六
ᴷ
六

四
九
年
在
位
）
に
よ
り
、
太
上
老
君
を
⽛
国
家
本
系
⽜
と
す
る
詔
が
出
さ
れ
て

お
り
、
僧
侶
よ
り
道
士
・
女
冠
を
優
位
に
す
る
政
策
が
取
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

貞
観
十
二
年
の
詔
に
抗
議
す
る
僧
徒
た
ち
に
対
し
て
、⽛
語
諸
僧
等
、
明
詔
既

下
。
如
也
不
伏
、
國
有
嚴
科⑲
。⽜
と
語
り
、
そ
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
智
実

を
杖
罪
に
処
し
て
還
俗
さ
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
態
の
も
と
、
法
琳
は
⽝
弁

正
論
⽞
に
お
い
て
、
王
室
の
祖
先
神
で
あ
っ
た
太
上
老
君
を
批
判
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
貞
観
十
三
年
（
六
三
九
年
）
九
月
、
西
華
観
の
道
士
・
秦
世
栄
が

⽛
法
琳
、
既
訕
謗
朕
之
宗
系
⽜
と
申
し
出
た
こ
と
に
よ
っ
て
唐
室
で
問
題
視
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
同
年
十
一
月
、
身
柄
を
拘
束
さ
れ
た
法
琳
は
、

唐
太
宗
と
直
接
問
答
を
交
わ
す
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
法
琳
は
、
自
ら
の
李
姓

の
本
系
を
老
子
の
李
姓
と
し
て
道
教
を
信
仰
し
て
い
た
唐
太
宗
に
対
し
て
、

⽛
陛
下
の
李
は
隴
西
の
老
聃
と
い
う
本
系
で
は
な
い
⽜
と
説
い
て
い
る
。
法
琳

は
、
堅
固
と
し
て
唐
代
の
皇
統
の
正
統
性
を
王
の
面
前
で
批
判
し
た
た
め
、
唐

太
宗
の
逆
鱗
に
触
れ
た
。
そ
の
後
、
法
琳
は
、
極
刑
は
赦
さ
れ
つ
つ
も
、
四
川

の
僧
寺
へ
と
配
流
に
処
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た⑳
。

以
上
、
法
琳
の
撰
述
し
た
⽝
弁
正
論
⽞
は
、
唐
代
初
期
の
王
朝
が
道
教
を
優

先
さ
せ
る
時
代
状
況
の
も
と
、
道
士
傅
奕
が
仏
法
を
批
難
す
る
た
め
に
⽛
益
国

利
民
の
事
十
有
條
⽜
を
奉
っ
た
り
、
道
士
李
仲
卿
・
劉
進
喜
が
仏
教
を
貶
す
た

め
に
⽝
十
異
・
九
迷
論
⽞・⽝
顕
正
論
⽞
を
著
し
た
り
、
三
教
論
衡
が
執
り
行
わ

法
琳
⽝
弁
正
論
⽞
と
親
鸞
⽝
教
行
証
文
類
⽞

八
三



れ
た
り
す
る
中
で
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
中
西
・
倉
本
の
言
う

よ
う
に
、
法
琳
は
、
道
士
の
政
治
的
社
会
的
な
観
点
に
よ
る
仏
法
へ
の
排
撃
に

対
し
て
、⽝
弁
正
論
⽞
を
と
お
し
て
仏
法
の
⽛
益
国
利
民
⽜
を
語
る
こ
と
を
主

眼
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、⽝
弁
正
論
⽞
は
、
老
子
を
国
家
の
本
系
と
す
る
太

宗
朝
か
ら
問
題
視
さ
れ
、
法
琳
自
身
は
、
王
と
の
問
答
の
末
に
配
流
に
処
さ
れ

た
。

二

親
鸞
⽛
化
身
土
文
類
⽜
と
⽝
弁
正
論
⽞

次
に
⽝
弁
正
論
⽞
が
配
置
さ
れ
る
⽝
教
行
証
文
類
⽞⽛
化
身
土
文
類
⽜
末
か

ら
⽛
後
序
⽜
に
わ
た
る
文
脈
を
示
し
、
親
鸞
の
⽝
弁
正
論
⽞
の
受
容
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

⽛
化
身
土
文
類
⽜
末
に
お
い
て
は
、⽛
夫
依テ

𥿜諸ノ

修
多
羅ニ

𥾀、
勘
𥿜決シ

テ

真
偽ヲ

𥾀、
教
𥿜

誡セ

外
教
邪
偽ノ

異
執ヲ

𥾀者㉑
⽜
と
、
諸
々
の
大
乗
経
典
に
依
拠
し
つ
つ
、
真
と
偽
を

勘
決
し
て
、
仏
教
以
外
の
外
教
邪
偽
に
執
着
す
る
者
を
教
誡
す
る
と
し
て
、
経

論
釈
を
引
用
し
て
い
る
。⽝
弁
正
論
⽞
は
、
こ
う
し
た
文
脈
に
お
い
て
引
用
さ

れ
、
そ
の
冒
頭
に
は
⽛
弁
正
論
〔
法
琳ノ

撰ニ

〕
曰ク

、
十
喩
九
箴
篇
、
答ス

。
李
道
士

十
異
九
述㉒
。⽜
と
あ
り
、
釈
尊
を
敬
う
法
琳
が
太
上
老
君
を
敬
う
道
士
の
仏
教

批
判
に
応
答
し
、
仏
道
に
背
く
道
士
を
教
誡
し
て
い
る
。

⽝
教
行
証
文
類
⽞
に
お
け
る
⽝
弁
正
論
⽞
引
用
は
、⽛
①
十
喩
篇
（
上
）
第
一

喩
、
②
十
喩
篇
（
上
）
第
四
喩
、
③
十
喩
篇
（
上
）
第
六
喩
、
④
十
喩
篇
（
上
）

第
七
喩
、
⑤
十
喩
篇
（
下
）
第
一
喩
、
⑥
十
喩
篇
（
下
）
第
三
喩
、
⑦
十
喩
篇

（
下
）
第
十
喩
、
⑧
九
箴
篇

第
一
箴
、
⑨
九
箴
篇

第
二
箴
、
⑩
九
箴
篇

第
五
箴
、
⑪
気
為
道
本
篇
、
⑫
出
道
偽
謬
篇
、
⑬
帰
心
有
地
篇㉓
⽜
と
い
う
十
三

箇
所
か
ら
の
引
用
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
筆
跡
研
究
に
よ
る
と
、
親
鸞

が
⽝
教
行
証
文
類
⽞
に
⽝
弁
正
論
⽞
を
記
し
た
時
期
は
、
い
わ
ゆ
る
前
期
筆
跡

に
当
た
り
、
六
十
歳
頃
と
推
測
さ
れ
て
い
る㉔
。
ま
た
、
藤
原
智
の
論
考
で
は
、

親
鸞
は
、
日
本
古
写
経
本
と
宋
版
一
切
経
（〈
思
渓
版
〉
を
除
く
）
の
両
系
統
の

諸
本
を
所
覧
し
て
お
り
、
一
部
意
図
的
な
改
変
が
想
定
さ
れ
る
も
の
の
、
基
本

的
に
は
日
本
古
写
経
本
系
統
の
⽝
弁
正
論
⽞
の
写
本
を
忠
実
に
書
写
し
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
る㉕
。

そ
れ
に
加
え
て
⽝
続
高
僧
伝
⽞・⽝
広
弘
明
集
⽞・⽝
法
琳
別
伝
⽞
等
も
、
平
安

鎌
倉
期
に
伝
来
し
、
書
写
さ
れ
て
い
る㉖
。
親
鸞
は
、
曇
鸞
や
道
綽
の
事
績
を

⽝
続
高
僧
伝
⽞
を
参
照
し
て
記
述
し
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る㉗
。

少
な
く
と
も
⽝
続
高
僧
伝
⽞
の
法
琳
に
関
す
る
叙
述
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
唐

土
に
お
け
る
法
琳
の
事
蹟
と
道
士
の
道
教
信
仰
を
把
握
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
な
お
、
平
安
初
期
に
お
い
て
日
本
に
天
台
宗
を
伝
え
た
伝
教
大
師
最
澄

（
七
六
六
ま
た
は
七
六
七
ᴷ
八
二
二
）
が
撰
述
し
た
⽝
顕
戒
論
⽞、
光
定
（
七
七
九

ᴷ
八
五
八
）
が
最
澄
の
大
乗
戒
独
立
運
動
の
諸
経
緯
を
記
し
た
⽝
伝
述
一
心
戒

文
卷
⽞
で
は
、
法
琳
の
破
邪
顕
正
の
事
蹟
が
讃
え
ら
れ
て
い
る㉘
。
比
叡
山
に
お

い
て
二
十
年
間
の
修
学
を
積
ん
だ
親
鸞
は
、
最
澄
ら
に
語
ら
れ
た
法
琳
の
事
蹟

を
受
容
し
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、⽝
教
行
証
文
類
⽞
の
い
わ
ゆ
る
⽛
後
序
⽜
に
は
、⽛
化
身
土
文
類
⽜

本
・
末
の
⽛
顕
開
真
仮
⽜⽛
勘
決
真
偽
⽜
の
文
脈
を
受
け
て
、
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。

八
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竊ニ

以ミ
レ
バ、
聖
道ノ

諸
敎ハ

行
證
久シ

ク

廢レ

、
淨
土ノ

眞
宗ハ

證
道
今
盛ナ

リ。
然ニ

諸
寺ノ

釈
門
、

昏ク

𦗺敎ニ

兮
不
𦗺知ラ

𥿜真
仮ノ

門
戸ヲ

𥾀、
洛
都ノ

儒
林
、
迷フ

𦗺行ニ

兮
無シ

𦗺弁コ
ト𥿜邪
正ノ

道
路ヲ

𥾀。

斯ヲ

以テ

興
福
寺ノ

學
徒
、
奏
𥿜達ス

【
號
𥿜後ノ

鳥
羽ノ

院ト

𥾀】
太
上
天
皇
［
諱
尊
成
］

【
號
土
御
門
院
】
今
上
［
諱
爲
仁
］
聖
曆
、
承
元
丁ノ

卯ノ

歲
仲
春
上
旬
之
候ニ

𥾀。

主
上
臣
下
、
背キ

𦗺法ニ

違シ

𦗺義ニ

、
成シ

𦗺忿ヲ

結ブ

𦗺怨ヲ

。
因テ

𦗺茲ニ

真
宗
興
隆ノ

大
祖
源
空

法
師
幷ニ

門
徒
数
輩
、
不ズ

𦗺考ヘ

𥿜罪
科ヲ

𥾀、
猥リ

ガ
ワ
シ
ク

坐ス

𥿜死
罪ニ

𥾀。
或ハ

改テ

𥿜僧
儀ヲ

𥾀賜フ
テ𥿜

姓
名ヲ

𥾀処ス

𥿜遠
流ニ

𥾀。
予ハ

其ノ

一
也㉙
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
聖
道
の
諸
教
の
行
証
が
廃
れ
、
浄
土
真
宗
は
今
盛
ん
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
諸
寺
の
沙
門
は
、
浄
土
真
実
と
聖
道
方
便
の
分
斉
を
知
ら
ず
、
朝
廷

の
権
力
者
は
、
行
に
迷
っ
て
邪
道
と
正
道
を
弁
え
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
承

元
元
年
（
一
二
〇
七
）、
興
福
寺
の
学
徒
が
朝
廷
に
向
け
て
奏
状
を
送
り
、
天

皇
と
臣
下
が
法
義
に
背
い
て
、
無
実
の
法
然
と
そ
の
弟
子
を
死
罪
に
処
し
、
還

俗
さ
せ
て
流
罪
に
処
し
た
と
記
し
て
い
る
。

特
に
江
戸
後
期
の
東
派
の
学
僧
で
あ
る
鳳
嶺
（
一
七
四
八
ᴷ
一
八
一
六
）
の

⽝
広
文
類
聞
書
⽞
巻
十
五
で
は
、

第
一
ニ
法
琳
ノ
弁
正
論
を
引
キ
給
フ
コ
ト
ハ
、
主
上
臣
下
背
法
違
義
モ
ノ

南
都
北
嶺
ノ
僧
侶
外
ノ
邪
偽
ニ
走
ル
ヨ
リ
事
起
レ
バ
、
仏
法
ノ
大
難
此
中

ニ
ア
リ
ト
思
召
シ
テ
、
先
ヅ
法
琳
ノ
論
ヲ
引
キ
テ
總
ジ
テ
王
法
仏
法
ト
モ

ニ
邪
路
ニ
走
ル
所
ノ
一
時
ノ
弊
風
ヲ
ク
ジ
キ
タ
マ
フ㉚
。

と
あ
る
よ
う
に
、⽛
後
序
⽜
の
記
述
と
⽝
弁
正
論
⽞
引
用
の
記
述
の
連
関
性
を

指
摘
し
て
い
る
。
近
年
で
は
、
藤
場
俊
基
・
藤
原
智
・
朝
山
明
彦
の
論
考
に
お

い
て
つ
と
に
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る㉛
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
る

と
、
六
十
歳
頃
の
親
鸞
は
、
興
福
寺
の
学
徒
に
よ
る
奏
状
を
認
可
し
た
朝
廷
に

よ
っ
て
法
然
が
罪
に
処
さ
れ
た
こ
と
を
悲
嘆
し
て
お
り
、⽝
弁
正
論
⽞
を
こ
の

よ
う
な
外
教
邪
偽
の
道
俗
を
誡
め
る
テ
ク
ス
ト
と
し
て
受
容
し
た
と
想
定
さ
れ

る
。

三
⽝
弁
正
論
⽞
引
用
の
背
景
と
し
て
の
興
福
寺
の
学
徒

と
道
士

こ
う
し
た
想
定
の
も
と
、⽝
教
行
証
文
類
⽞
に
お
け
る
⽝
弁
正
論
⽞
の
引
用

背
景
に
つ
い
て
検
討
し
、
親
鸞
が
⽝
弁
正
論
⽞
を
引
用
し
た
意
図
に
つ
い
て
論

述
す
る
。

親
鸞
の
生
き
た
中
世
鎌
倉
期
に
お
い
て
は
、
法
然
（
一
一
三
三
ᴷ
一
二
一
二
）

が
顕
し
た
専
修
念
仏
の
思
想
と
門
下
た
ち
の
当
時
の
社
会
通
念
に
背
く
行
動
が
、

既
に
中
世
日
本
社
会
の
中
核
的
立
場
を
担
っ
て
い
た
顕
密
仏
教
や
国
家
権
力
か

ら
危
険
視
さ
れ
、
厳
し
い
批
判
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
を
生
き
た
親
鸞
が

⽝
教
行
証
文
類
⽞
を
撰
述
し
た
目
的
と
し
て
、
南
都
北
嶺
の
専
修
念
仏
批
判
に

応
答
す
る
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
こ
と
は
従
来
よ
く
論
じ
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る㉜
。
本
論
文
の
⽛
は
じ
め
に
⽜
で
挙
げ
た
西
義
人
・
藤
原
智
の
論
考
で
は
、

こ
う
し
た
研
究
動
向
の
中
で
、⽛
化
身
土
文
類
⽜
末
の
⽝
弁
正
論
⽞
引
用
の
背

景
と
し
て
、⽝
興
福
寺
奏
状
⽞・⽝
停
止
一
向
専
修
記
⽞
の
専
修
念
仏
批
判
が
あ

法
琳
⽝
弁
正
論
⽞
と
親
鸞
⽝
教
行
証
文
類
⽞
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っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
唐
代
初
期
の
道
仏
論
争
を
伝
え
る
⽝
弁
正
論
⽞
引
用
の
背
景
を
検

討
す
る
上
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
南
都
北
嶺
の
奏
状
に
お
い
て
、⽛
倭
国
⽜
を

⽛
神
国
⽜
と
宣
揚
し
た
り
、
顕
密
八
宗
と
王
権
の
共
存
関
係
を
志
向
す
る
王
法

仏
法
相
依
論
を
打
ち
出
し
た
り
す
る
叙
述
の
中
で
も
、⽛
漢
土
⽜
の
⽛
道
士
⽜

や
⽛
唐
太
宗
⽜
の
事
例
が
参
照
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
日
本
中

世
鎌
倉
期
の
人
々
に
と
っ
て
、
道
士
は
眼
前
に
は
実
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
思
想
史
の
立
場
か
ら
幾
度
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
ら
は
、
イ

ン
ド
・
中
国
・
日
本
の
三
国
に
よ
っ
て
世
界
が
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
世
界

像
を
共
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
を
仏
教
由
来
の
⽛
震
旦
⽜
を
は
じ
め
と
し

て
、
王
朝
名
に
基
づ
く
⽛
唐
土
・
唐
朝
⽜、⽛
漢
土
・
漢
朝
・
漢
家
⽜
と
多
様
に

呼
称
し
な
が
ら
、
つ
ね
に
こ
の
大
国
を
意
識
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
世
界
観
を

も
つ
人
々
に
と
っ
て
、⽝
弁
正
論
⽞
の
批
判
対
象
に
当
た
る
太
上
老
君
を
信
仰

し
た
道
士
や
唐
太
宗
は
、
漢
土
の
事
例
へ
の
憧
憬
と
嫌
悪
が
複
雑
に
絡
み
合
う

叙
述
の
内
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る㉝
。

そ
こ
で
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）、
興
福
寺
の
学
徒
か
ら
朝
廷
に
上
奏
さ
れ

た
⽝
興
福
寺
奏
状
⽞
で
は
、⽛
道
士
⽜
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
専
修
念
仏
が
批
判

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
第
九
で
は
、
専
修
念
仏
者
が

国
土
を
乱
す
こ
と
を
批
判
し
て
、
王
法
仏
法
相
依
論
を
打
ち
出
す
中
で
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

若
及
𥿜後
代ニ

𥾀專
修
得
𦗺隙
之
時
、
君
臣
之
心
視コ

ト𦗺餘ヲ

如
芥
者
、
縱
雖
𦗺不
𦗺及
𥿜

停
廢ニ

𥾀、
八
宗
誠
有
若
亡ラ

ン

歟
。
矧
復
弗
沙
蜜
王
之
壞セ

シ𥿜伽
藍
𥾀也
、
容イ

𥿜愚
臣

之
諫
言ヲ

𥾀、
會
昌
天
子
之
殄シ

𥿜僧
尼
𥾀也
、
起レ

リ𥿜道
士
之
嫉
妬ヨ

リ𥾀。
法
滅ノ

因
縁
、

將
來
難
𦗺測㉞
。

ま
ず
、⽝
興
福
寺
奏
状
⽞
に
お
い
て
は
、
も
し
後
代
に
及
ん
で
専
修
念
仏
が
朝

廷
の
理
解
を
得
る
時
、
君
臣
は
他
の
諸
宗
を
塵
芥
の
よ
う
に
軽
視
し
、
八
宗
は

有
っ
て
も
無
い
よ
う
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
と
危
惧
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
愚

臣
の
諫
言
を
受
け
入
れ
た
唐
武
帝
に
よ
り
僧
尼
が
罰
せ
ら
れ
た
会
昌
の
廃
仏
の

事
例
に
言
及
し
、
こ
の
よ
う
な
廃
仏
の
原
因
と
な
っ
た
道
士
を
悪
例
と
し
て
、

専
修
念
仏
者
に
よ
っ
て
将
来
測
り
難
く
法
滅
が
生
じ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
興
福
寺
の
学
徒
は
、
道
士
と
専
修
念
仏
者
を
結
び
つ
け
る
言
述
を
用
い

る
こ
と
で
、
朝
廷
に
向
け
て
八
宗
を
破
滅
に
向
か
わ
せ
る
専
修
念
仏
へ
の
嫌
悪

感
を
伝
え
よ
う
と
し
た
と
言
え
よ
う
。

会
昌
の
廃
仏
と
は
、
唐
後
期
に
武
宗
が
寺
院
の
廃
止
と
僧
尼
の
還
俗
を
強
制

し
た
事
件
を
指
す
が
、
中
世
鎌
倉
期
に
お
い
て
会
昌
の
廃
仏
と
い
う
事
例
に
よ

っ
て
専
修
念
仏
を
批
判
し
た
叙
述
は
、⽝
停
止
一
向
専
修
記
⽞
第
三
条㉟
に
も
見

え
、
そ
こ
で
は
明
確
に
⽛
源
空
⽜
と
い
う
固
有
名
を
も
っ
て
批
判
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
そ
の
初
見
は
⽝
法
然
上
人
伝
絵
詞
⽞
琳
阿
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る
九

条
兼
実
（
一
一
四
九
ᴷ
一
二
〇
七
）
の
⽛
真
性
宛
消
息
⽜
と
推
定
で
き
る
。
当

時
き
っ
て
の
知
識
人
で
あ
っ
た
九
条
兼
実
の
⽛
真
性
宛
消
息
⽜
と
は
、
元
久
元

年
（
一
二
〇
四
）、
山
門
の
衆
徒
が
専
修
念
仏
を
停
止
す
る
よ
う
に
天
台
座
主

真
性
（
一
一
六
七
ᴷ
一
二
三
〇
）
に
訴
え
出
る
と
い
う
事
件
が
生
じ
た
こ
と
を

八
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受
け
て
、
源
空
を
擁
護
す
る
べ
く
真
性
に
送
っ
た
消
息
で
あ
る
。
兼
実
は
、
山

門
が
挙
げ
た
法
然
の
咎
に
対
し
て
、
念
仏
の
行
者
は
諸
行
を
毀
破
す
る
余
り
経

論
章
疏
を
焚
焼
流
失
さ
せ
た
こ
と
を
聞
け
ば
、
緇
素
が
驚
歎
し
諸
宗
学
徒
が
鬱

陶
す
る
の
も
当
然
だ
と
し
、⽛
す
て
に
こ
れ
會
昌
天
子
、
守
屋
の
大
臣
等
の
類㊱
⽜

と
述
べ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
も
し
真
実
で
あ
れ
ば
罪
科
も
や
む
得
な
い

が
、
真
偽
を
決
め
な
い
ま
ま
、⽛
浮
説
⽜
に
よ
っ
て
法
然
を
罪
に
問
う
の
は
理

不
尽
の
沙
汰
で
は
な
い
か
と
擁
護
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
背
景
の
中
で
、
親
鸞
は
、⽛
興
福
寺ノ

學
徒
⽜
を
問
題
視
し
た
と
想

定
で
き
る
。
西
義
人
は
、⽝
弁
正
論
⽞
引
用
の
教
説
自
体
に
は
言
及
し
て
い
な

い
が
、
既
に
⽝
興
福
寺
奏
状
⽞
に
お
け
る
⽛
道
士
⽜
の
記
述
と
親
鸞
に
よ
る

⽝
弁
正
論
⽞
引
用
の
連
関
性
を
指
摘
し
て
お
り
、⽛
唐
の
道
教
と
法
然
の
専
修
念

仏
を
同
一
視
す
る
と
い
う
、
顕
密
仏
教
か
ら
の
理
不
尽
な
非
難
に
対
し
て
、
親

鸞
が
示
し
た
の
が
⽝
弁
正
論
⽞
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か㊲
⽜
と
推
論
し
て

い
る
。
確
か
に
親
鸞
に
と
っ
て
、
無
実
で
あ
っ
た
法
然
や
そ
の
弟
子
数
名
の
行

為
と
、
道
士
の
行
為
を
結
び
つ
け
る
興
福
寺
の
学
徒
の
批
難
は
、
ま
さ
し
く
浮

説
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
た
め
、
大
乗
の
経
典
に
よ
っ
て

真
偽
を
勘
決
す
る
と
い
う
文
脈
の
中
に
⽝
弁
正
論
⽞
を
引
用
し
、
太
上
老
君
を

信
仰
す
る
道
士
と
法
琳
と
の
対
論
を
記
す
こ
と
で
、
無
実
の
法
然
や
そ
の
弟
子

は
道
士
の
類
い
で
は
な
く
、
真
実
の
仏
法
に
帰
依
し
て
い
た
こ
と
を
弁
明
し
た

と
推
測
で
き
る
。

た
だ
し
、
道
教
よ
り
も
仏
教
の
優
位
性
を
主
張
す
る
書
物
は
、
北
周
道
安
の

⽝
二
教
論
⽞
や
ạ
鸞
の
⽝
笑
道
論
⽞
等
が
存
在
し
て
い
る
。
さ
す
れ
ば
、
こ
の

場
合
に
お
い
て
は
、
親
鸞
が
こ
う
し
た
文
献
で
は
な
く
、
法
琳
の
⽝
弁
正
論
⽞

に
限
定
し
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、
な
お
検
討
す
べ
き
課
題
が
残
っ

て
い
る
。
こ
の
問
題
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
次
節
で
は
、⽝
停
止
一
向
専
修
記
⽞

に
お
け
る
唐
太
宗
の
叙
述
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

四
⽝
弁
正
論
⽞
引
用
の
背
景
と
し
て
の
唐
太
宗
の
王
道

元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）、
山
門
の
衆
徒
が
専
修
念
仏
を
停
止
す
る
よ
う
に

天
台
座
主
真
性
に
訴
え
出
る
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
が
、
貞
応
三
年
（
一
二
二

四
）、
再
び
延
暦
寺
大
衆
は
、
朝
廷
に
⽝
停
止
一
向
専
修
記
⽞
を
上
奏
し
て
い

る
。六

条
の
⽛
可
被
停
止
一
向
専
修
濫
悪
興
隆
護
国
諸
宗
事
⽜
で
は
、⽛
唐
太
宗
⽜

の
王
道
の
事
蹟
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
唐
太
宗
は
、
法
琳
に
よ
っ
て
太
上

老
君
を
王
室
の
本
系
と
し
て
信
仰
し
た
こ
と
を
批
難
さ
れ
た
皇
帝
と
し
て
物
語

ら
れ
て
お
り
、⽝
弁
正
論
⽞
の
引
意
と
何
等
か
の
関
係
性
を
窺
え
る
だ
ろ
う
。

第
六
条
で
は
、⽝
興
福
寺
奏
状
⽞
第
九
と
同
じ
く
王
法
仏
法
相
依
論
を
打
ち
出

し
、
専
修
念
仏
者
が
国
土
を
乱
す
こ
と
を
批
判
す
る
中
で
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。重テ

案
𥿜承
和
二
年ノ

官
符ヲ

𥾀云ク

、
自
今
以
後
、
宜ク

𦗺令
𦮴天
台
宗ヲ

シ
テ

弘
𥿜傳
天
下ニ

𥾀、

諸
國
講
讀
師ハ

任
𦬧天
台
宗ノ

僧
𦨪。〈
取
意
載
之
〉
而
舊
風
漸
絶
、
故
儀
如
𦗺忘タ

ル
ガ。

今
上
陛
下
、
政
入テ

𥿜幽
玄ニ

𥾀三
皇
加
𦗺一ヲ

矣
。
德
反テ

𥿜淳
素ニ

𥾀、
五
帝
爲ム

𦗺六
焉
。

（
中
略
）
處シ

テ𥿜專
修
張
本
於
遠
流
𥾀、
永
不
𦗺令
𦗺歸
𥿜本
郷
𥾀者
、
太
平
之
化
、

法
琳
⽝
弁
正
論
⽞
と
親
鸞
⽝
教
行
証
文
類
⽞
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基
年ニ

可
𦗺得
矣㊳
。

そ
れ
に
よ
る
と
、⽛
承
和
二
年ノ

官
符
⽜
の
よ
う
に
天
台
宗
を
優
遇
す
る
政
策
を

取
る
よ
う
に
促
し
つ
つ
、⽛
今
上
陛
下
⽜
は
、
政
が
幽
玄
に
入
り
、
徳
が
淳
素

に
反
っ
て
お
り
、
古
の
三
皇
五
帝
に
も
列
な
る
と
絶
讃
す
る
。
特
に
⽛
反
淳

素
⽜
と
は
、
森
新
之
介
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、⽝
論
語
集
解
義
疏
⽞
や
⽝
貞
観

政
要
⽞
に
基
づ
き
公
家
社
会
で
用
い
ら
れ
た
言
葉
で
あ
り
、
当
時
、
古
に
お
い

て
理
想
的
な
治
政
を
し
た
と
見
做
さ
れ
た
三
皇
・
五
帝
の
聖
代
に
反
還
す
る
と

い
う
意
味
を
も
つ㊴
。

そ
し
て
、
専
修
の
調
本
人
を
流
刑
に
処
す
と
、
平
和
な
世
に
導
く
礎
を
得
る

こ
と
を
提
案
し
つ
つ
、⽛
抑
愚
蒙
輩
云
、
時
更ニ

衰
微シ

テ

人
漸ク

澆
訛ス

。
佛
法
・
人
法
、

難
𦗺救
難
𦗺興
云
云
。⽜
と
、
愚
か
な
念
仏
者
の
所
説
を
挙
げ
る
。
延
暦
寺
大
衆

は
、
末
法
に
お
い
て
、
仏
法
（
聖
道
法
）
と
人
法
が
共
に
衆
生
へ
の
救
い
を
興

隆
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
と
い
う
念
仏
者
の
見
解
に
対
し
て
、⽝
貞
観
政

要㊵
⽞
に
記
録
さ
れ
た
貞
観
七
年
（
六
三
三
）
の
唐
太
宗
に
対
す
る
魏
徴
の
助
言

を
挙
げ
て
反
論
し
て
い
る
。

貞
觀
七
年ノ

魏
徵ニ

曰ク

、
亡ブ

ト
キ
ハ

則
思
𦗺治ヲ

、
思フ

ト
キ
ハ
𦗺
治ヲ

則
易フ

𦗺敎ヲ

。
五
帝
三
王
不シ

テ𦗺

易ヘ

𦗺人ヲ

而
治マ

ル。
行フ

ト
キ
ハ
𥿜
帝ノ

道ヲ

𥾀則
帝ナ

リ、
行ト

キ
ハ𥿜
王ノ

道ヲ

𥾀則
王ナ

リ

云
云
。
太
宗
每ニ

力メ

行フ
テ

不
𦗺倦マ

、
數
年ノ

間ニ

、
海
内ニ

康
寧ナ

リ。
是
知
、
國
之
興
廢ハ

、
未
𦗺依
𥿜時
之
前

後ニ

𥾀。
設
雖
𦗺爲
𥿜末
代
𥾀、
設
雖
𦗺爲
𥿜亂
世
𥾀、
明
王
敬
𥿜佛
神
𥾀。
賢
相
好
𥿜禮
樂
𥾀

者
、
國
家
繁
昌
待
而
可
𦗺得㊶
。

す
な
わ
ち
、
五
帝
三
王
は
人
を
入
れ
か
え
ず
に
世
を
治
め
て
お
り
、
こ
の
帝
道

を
行
う
時
は
帝
で
あ
り
、
王
道
を
行
う
時
は
王
で
あ
る
と
言
う
。
そ
し
て
、
唐

太
宗
は
、
魏
徴
の
諫
言
を
受
け
入
れ
、
常
に
努
力
し
て
怠
ら
ず
に
こ
の
王
道
を

実
践
し
た
た
め
、
数
年
の
間
に
海
内
は
安
寧
と
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
国
の
興
廃
は
時
の
前
後
に
依
ら
な
い
と
し
つ
つ
、
専
修
念
仏
者
の
主
張
す

る
よ
う
に
た
と
え
末
代
・
乱
世
で
あ
っ
て
も
、
明
王
は
仏
神
を
敬
い
、
臣
下
は

礼
楽
を
好
む
と
、
国
家
の
繁
栄
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
反
駁
し
て
い
る
。

原
田
種
成
や
池
田
温
の
研
究
に
よ
る
と
、
唐
太
宗
の
賢
王
と
し
て
の
事
蹟
は
、

唐
代
に
呉
兢
が
唐
太
宗
の
貞
観
年
間
の
理
想
的
な
治
政
が
記
録
・
編
集
し
た

⽝
貞
観
政
要
⽞
を
通
し
て
、
中
世
の
寺
社
や
公
家
・
武
家
に
広
く
流
伝
し
て
い

た㊷
。
ま
た
、
山
田
尚
子
は
、
中
国
故
事
や
漢
語
表
現
が
前
近
代
の
日
本
に
も
た

ら
し
た
機
能
に
つ
い
て
、⽛
①
自
ら
の
思
想
、
行
為
等
を
論
証
す
る
た
め
の
規

範
と
し
て
用
い
ら
れ
る
規
範
的
な
側
面
⽜⽛
②
自
ら
の
心
情
や
状
況
を
よ
り
効

果
的
に
表
現
す
る
た
め
の
修
辞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
修
辞
的
な
側
面㊸
⽜
の
二
面

性
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
指
摘
に
注
意
す
る
と
、
延
暦
寺
大
衆
は
、
中
世
の
公
家
社
会
で

広
く
受
容
さ
れ
て
い
た
⽝
貞
観
政
要
⽞
に
依
拠
し
つ
つ
、
上
古
の
徳
政
の
よ
う

に
災
異
な
く
国
内
を
安
寧
に
し
た
唐
太
宗
の
事
例
を
今
上
天
皇
の
模
範
と
し
て

挙
げ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
末
法
で
は
聖
道
法
と
人
法
が
衰
微
し

た
と
い
う
専
修
念
仏
者
の
主
張
に
対
し
て
、
た
と
え
末
代
で
あ
っ
て
も
普
遍
的

な
王
道
を
主
体
的
に
実
践
し
て
国
内
を
繁
栄
さ
せ
た
唐
太
宗
を
規
範
と
す
れ
ば
、

国
の
興
廃
は
時
の
前
後
に
依
ら
な
い
と
斥
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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こ
の
⽝
停
止
一
向
専
修
記
⽞
と
⽝
教
行
証
文
類
⽞
の
連
関
性
に
つ
い
て
は
、

宮
崎
圓
遵
の
諸
論
考
に
お
い
て
既
に
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る㊹
。
藤
原
智
は
、

宮
崎
の
仏
滅
年
代
に
関
す
る
説
を
承
け
つ
つ
、⽝
停
止
一
向
専
修
記
⽞
第
四
条

の
⽛
以
𥿜周
莊
王
他
之
代
𥾀、
爲
𥿜釋
尊
出
世
之
時
𥾀。
自
𥿜其
代
𥾀以
來
、
未
𦗺滿
𥿜二

千
年
𥾀。
像
法ノ

最
中
也
、
不
𦗺可
𦗺言
𥿜末
法ト

𥾀。⽜㊺
と
い
う
、⽛
荘
匡
間
在
世
説
⽜
に

よ
り
釈
尊
の
生
没
年
を
選
定
し
、
そ
こ
か
ら
元
仁
元
年
を
像
法
と
す
る
記
述
に

焦
点
を
当
て
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
親
鸞
は
、⽝
弁
正
論
⽞⽛
②
十
喩
篇

（
上
）
第
四
喩
⽜⽛
③
十
喩
篇
（
上
）
第
六
喩
⽜
引
用
の
道
仏
先
後
の
議
論
に
お

い
て
、
内
教
の
説
と
し
て
示
さ
れ
る
⽛
昭
穆
間
在
世
説
⽜
に
依
拠
し
て
元
仁
元

年
を
末
法
と
主
張
す
る
中
で
、
外
教
の
説
と
し
て
示
さ
れ
る
道
士
の
⽛
荘
匡
間

在
世
説
⽜
を
延
暦
寺
大
衆
の
説
を
重
ね
て
批
判
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る㊻
。

こ
の
所
論
は
、⽝
停
止
一
向
専
修
記
⽞
と
⽝
弁
正
論
⽞
引
用
と
の
連
関
性
を
論

証
し
た
見
解
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
延
暦
寺
大
衆
の
立
場
か
ら
す
る
と
、

宮
崎
・
藤
原
論
文
の
主
張
す
る
よ
う
に
親
鸞
が
現
在
末
法
で
あ
る
こ
と
を
仏
滅

年
代
論
の
観
点
か
ら
論
証
す
る
の
み
で
は
、
た
と
え
末
法
で
も
時
機
の
衰
退
を

乗
り
越
え
可
能
で
あ
っ
た
唐
太
宗
の
王
道
の
事
例
を
斥
け
た
こ
と
に
は
な
ら
ず
、

十
分
に
批
判
に
応
答
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。⽝
教
行
証
文
類
⽞
が
⽝
停
止

一
向
専
修
記
⽞
の
批
判
に
応
答
し
た
文
献
で
あ
る
な
ら
ば
、
親
鸞
は
、⽛
化
身

土
文
類
⽜
に
お
い
て
現
在
末
法
を
主
張
す
る
と
同
時
に
、
末
法
を
無
意
味
化
す

る
漢
家
の
王
道
の
事
例
そ
の
も
の
を
斥
け
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

こ
の
よ
う
に
想
定
す
る
と
き
、⽝
続
高
僧
伝
⽞
等
が
法
琳
と
太
宗
の
交
渉
を

伝
え
て
い
る
こ
と
は
、
親
鸞
に
と
っ
て
⽝
弁
正
論
⽞
に
着
目
す
る
だ
け
の
意
味

を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
梯
實
圓
は
、⽝
弁
正

論
⽞
の
引
用
意
図
に
つ
い
て
、

太
宗
は
、（
中
略
）
唐
の
王
室
の
祖
先
で
あ
る
老
子
を
謗
っ
た
と
い
う
罪

状
で
⽝
弁
正
論
⽞
の
著
者
、
法
琳
に
死
刑
の
判
決
を
下
し
た
。
も
っ
と
も

死
刑
は
減
刑
さ
れ
て
、
四
川
省
へ
流
罪
と
な
る
が
、
病
を
得
て
法
琳
は
流

刑
地
に
着
く
ま
で
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
親
鸞
聖
人
は
、
護
法
に

殉
じ
た
法
琳
の
⽝
弁
正
論
⽞
の
中
に
、
承
元
の
法
難
や
、
嘉
禄
の
法
難
で

弾
圧
さ
れ
て
死
罪
や
流
刑
の
憂
き
目
を
見
た
法
然
聖
人
を
は
じ
め
、
多
く

の
念
仏
者
を
偲
ば
れ
た
に
違
い
な
い㊼
。

と
指
摘
し
て
い
る
。
確
か
に
親
鸞
は
、
太
宗
に
よ
っ
て
罪
に
処
さ
れ
た
法
琳
の

事
蹟
を
念
頭
に
置
い
て
⽛
後
序
⽜
に
記
さ
れ
る
よ
う
な
承
元
元
年
（
一
二
〇

七
）
に
弾
圧
さ
れ
た
念
仏
者
を
偲
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、
貞
応

三
年
（
一
二
二
四
）、
延
暦
寺
大
衆
は
、⽛
王ノ

道
⽜⽛
帝ノ

道
⽜
を
規
範
と
し
て
専

修
念
仏
者
を
再
び
⽛
遠
流
⽜
に
処
そ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
⽝
停
止
一
向
専
修

記
⽞
の
批
判
に
対
し
て
全
面
的
に
応
答
す
る
た
め
に
、
親
鸞
は
、
唐
太
宗
を
批

判
し
て
護
法
に
殉
じ
た
法
琳
の
⽝
弁
正
論
⽞
を
引
用
し
、
老
子
の
道
に
執
着
し

た
漢
家
の
王
道
の
先
例
を
斥
け
つ
つ
、
法
然
や
そ
の
弟
子
た
ち
を
偲
び
な
が
ら
、

そ
の
仏
道
の
真
実
性
を
弁
証
し
よ
う
と
し
た
と
推
論
さ
れ
る
。

以
上
よ
り
、
親
鸞
は
、⽝
弁
正
論
⽞
に
お
い
て
震
旦
に
お
け
る
沙
門
と
道
士

法
琳
⽝
弁
正
論
⽞
と
親
鸞
⽝
教
行
証
文
類
⽞
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の
対
論
を
描
き
出
す
こ
と
で
、
専
修
念
仏
を
弾
圧
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た

⽛
道
士
⽜
や
⽛
太
宗
⽜
の
叙
述
を
斥
け
つ
つ
、
専
修
念
仏
を
誹
謗
し
た
⽛
後
序
⽜

の
諸
寺
の
沙
門
を
誡
め
て
い
た
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る㊽
。
特
に
⽝
教
行
証

文
類
⽞
に
お
け
る
⽝
弁
正
論
⽞
引
用
で
は
、⽛
中
夏
⽜
な
ど
の
中
国
を
示
す
表

現
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、⽛
道
士
⽜⽛
老
子
⽜⽛
太
上
老
君
⽜⽛
三
皇
・
堯
舜
⽜
な

ど
の
唐
土
の
事
象
を
指
す
表
現
が
多
分
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ

れ
ら
の
対
論
全
体
は
、
中
国
の
⽛
道
士
⽜
や
⽛
太
宗
⽜
の
叙
述
を
⽛
太
上
老

君
⽜
信
仰
と
い
う
観
点
か
ら
斥
け
る
よ
う
に
機
能
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ

に
親
鸞
が
⽝
弁
正
論
⽞
の
唐
代
初
期
の
道
士
と
法
琳
の
対
論
を
、
中
世
鎌
倉
期

の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
引
用
し
た
一
つ
の
蓋
然
性
が
あ
る
と
仮
定
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
枠
組
み
か
ら
す
る
と
、⽝
教
行
証
文
類
⽞
に
お
け
る
⽝
弁
正
論
⽞

引
用
の
言
説
自
体
は
、
過
剰
な
意
味
を
施
さ
な
く
と
も
、
そ
の
文
意
の
通
り
に

道
士
の
太
上
老
君
信
仰
へ
の
批
判
と
し
て
読
解
さ
れ
る
こ
と
で
、
専
修
念
仏
を

批
判
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
⽛
道
士
⽜
と
⽛
太
宗
⽜
の
叙
述
へ
の
批
判
と
し

て
十
二
分
に
機
能
し
得
る
こ
と
に
な
る
。

五
⽝
弁
正
論
⽞
引
用
の
道
士
と
沙
門
の
対
論

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
南
都
・
北
嶺
の
専
修
念
仏
批
判
の
言
説
に
留
意
し
つ

つ
、⽝
教
行
証
文
類
⽞⽛
後
序
⽜
に
至
る
文
脈
の
中
に
引
用
さ
れ
た
⽝
弁
正
論
⽞

の
意
義
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

⽛
化
身
土
文
類
⽜
に
お
け
る
⽝
弁
正
論
⽞
引
用
は
、
太
上
老
君
を
重
ん
じ
る

道
士
と
、
釈
尊
を
重
ん
じ
る
法
琳
と
の
対
論
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。⽝
弁
正
論
⽞

⽛
①
十
喩
篇
（
上
）
第
一
喩
⽜
引
用
で
は
、
内
教
の
立
場
か
ら
、
道
士
が
老
子

を
太
上
と
称
し
て
、
太
上
老
君
を
信
仰
す
る
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
批
判

し
て
い
る
。

太
上ニ

有
𦗺四
、
謂ク

三
皇
及
堯
・
舜
是
也
。
言フ

コ
ヽ
ロ
ハ

上
古ニ

有
𥿜此ノ

大
德
之
君
𥾀、

臨メ
リ𥿜萬
民ノ

上ニ

𥾀。
故ニ

云
𥿜太
上ト

𥾀也
。（
中
略
）
老
子
非
𦗺帝ニ

非
𦗺皇ニ

、
不
𦗺在
𥿜四

種
之
限ニ

𥾀。
有テ

カ𥿜何ノ

典
拠
𥾀、
輒ク

称ス
ル𥿜太
上ト

𥾀邪
。（
中
略
）
求テ

𦗺虛ヲ

責メ
バ𦗺實ヲ

、
信ズ

ル𥿜

矯
盲ノ

者
之
言ヲ

𥾀耳ト

。㊾

そ
れ
に
よ
る
と
、
太
上
に
つ
い
て
、
三
皇
と
五
帝
の
内
の
堯
・
舜
と
い
う
、
上

古
に
万
民
の
上
に
臨
ん
だ
大
徳
の
君
を
意
味
し
て
い
る
と
定
義
す
る
。
三
皇
五

帝
で
は
な
い
老
子
を
ど
の
よ
う
な
典
拠
に
よ
っ
て
軽
々
し
く
太
上
と
称
す
る
の

か
と
疑
問
視
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
太
上
老
君
を
批
判
す
る
文
脈
の
中
で
、

⽝
停
止
一
向
専
修
記
⽞
第
六
条
で
注
目
さ
れ
た
⽛
三
皇
五
帝
⽜
の
語
を
示
し
て

お
り
、
皇
帝
に
非
ざ
る
太
上
老
君
と
い
う
虚
実
を
求
め
て
真
実
の
仏
教
を
批
難

す
る
こ
と
を
誡
め
て
い
る
。

ま
た
、⽝
弁
正
論
⽞⽛
⑦
十
喩
篇
（
下
）
第
十
喩
⽜
引
用
で
は
、
外
教
の
道
士

が
仏
法
を
批
判
す
る
言
説
を
示
し
て
い
る
。

外
論
曰
、
老
君
作ス

𦗺範ト

、
唯
孝
唯
忠
、
救ヒ

𦗺世ヲ

度ス

𦗺人ヲ

、
極メ

𦗺慈ヲ

極ム

𦗺愛ヲ

。
是

以
聲
敎
永
傳ヘ

百
王
不
𦗺改マ

、
玄
風
長ク

被ラ
シ
メ
テ

萬
古
无シ

𦗺差フ
コ
ト。
所
以ニ

治メ

𦗺國ヲ

治ル
ニ𦗺

家ヲ

、
常
然タ

リ

楷
式タ

リ。
釋
敎ハ

棄テ

𦗺義ヲ

棄テ

𦗺親ヲ

、
不
𦗺仁ナ

ラ

不
𦗺孝ナ

ラ。（
中
略
）
以テ

𦗺此ヲ
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導ク

𦗺凡ヲ

、
更ニ

爲ス

𦗺長ス
コ
ト
ヲ
𦗺
悪ヲ

。
用テ

𦗺斯ヲ

範ト
ス
ル𦗺
世ニ

、
何ゾ

能ク

生ム
ヤ𦗺善ヲ

。㊿

つ
ま
り
、
道
士
は
、⽛
太
上
老
君
が
規
範
と
為
す
孝
・
忠
の
み
の
教
え
は
、
慈

愛
を
極
め
て
お
り
、
百
王
の
代
を
改
め
る
こ
と
な
く
、
玄
風
を
長
く
も
た
ら
し

て
万
古
か
ら
違
う
こ
と
な
く
、
常
に
国
や
家
を
治
め
る
規
範
と
さ
れ
て
き
た
。⽜

と
い
う
世
間
的
立
場
か
ら
、
更
に
悪
を
助
長
す
る
教
え
で
あ
り
、
こ
の
教
を
用

い
て
世
の
規
範
と
し
て
も
、
ど
う
し
て
よ
く
善
を
生
じ
る
の
か
と
批
判
す
る
。

特
に
延
暦
寺
大
衆
は
、
国
土
を
乱
す
専
修
念
仏
者
を
批
判
す
る
た
め
に
、⽛
國

之
興
廢ハ

、
未
𦗺依
𥿜時
之
前
後ニ

𥾀。⽜
と
す
る
漢
家
の
普
遍
的
な
王
道
を
提
示
し
て

い
た
。
こ
の
こ
と
は
、⽝
弁
正
論
⽞
引
用
に
お
け
る
道
士
が
、
世
間
的
な
悪
を

助
長
す
る
よ
う
な
沙
門
を
批
判
す
る
た
め
に
、
常
に
国
や
家
を
治
め
る
規
範
と

さ
れ
て
き
た
太
上
老
君
の
普
遍
的
な
道
を
提
示
し
た
こ
と
と
類
似
し
て
い
る
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、⽝
弁
正
論
⽞
引
用
で
は
、
道
士
の
国
家
の
安
寧
を
目
的
と
し
た
世

間
の
観
点
に
よ
る
仏
法
批
判
に
対
し
て
、
世
俗
を
棄
て
て
真
実
に
趣
く
出
世
間

の
観
点
か
ら
応
答
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

是
以
沙
門
捨テ

𦗺俗
趣ク

𦗺眞ニ

。
均シ

ウ
ス𥿜
庶
類ヲ

於
天
屬ニ

𥾀。
遺テ

ヽ𦗺榮ヲ

卽ク

𦗺道ニ

。
等ス

𥿜含
氣ヲ

於
己
親ニ

𥾀。〈
行
普ク

正キ

之
心
等ク

普キ

親
之
志
。〉
且タ

道ハ

尙ブ

𥿜淸
虛ヲ

𥾀、
爾ハ

重ク
ス𥿜恩
愛ヲ

𥾀。

法ハ

貴ブ

𥿜平
等ヲ

𥾀、
爾
簡ハ

ム
ヤ𥿜
怨
親ヲ

𥾀。
豈ニ

非
𦗺惑ニ

也
。
勢
競
遺ル

𦗺親ヲ

、
文
史
明
事
、

齊
桓
・
楚
穆
此
其ノ

流
也
。
欲フ

𥿜以テ

訾シ
ラ
ム
ト
𧎋
聖ヲ

、
豈ニ

不
𦗺謬レ

ル
ニ

哉
。
爾
道
之
劣
、

十
也⠗
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
肉
親
の
よ
う
に
み
る
怨
親
平
等
の
仏
道
に

対
し
て
、
道
士
は
父
母
や
国
王
へ
の
恩
愛
を
重
く
し
、
敵
対
す
る
者
と
親
し
い

者
と
を
隔
て
る
こ
と
は
、
惑
い
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
誡
め
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
平
等
の
視
座
を
忘
れ
、
争
い
を
起
こ
し
た
皇
帝
の
事
例
と
し
て
斉
の
桓

公
・
楚
の
穆
公
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
太
上
老
君
に
執
着
し
て
仏
を
誹

謗
し
よ
う
と
思
う
こ
と
は
、
ど
う
し
て
謬
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
異

議
を
唱
え
、
道
士
の
道
が
仏
道
に
劣
っ
て
い
る
こ
と
を
明
快
に
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
出
世
間
の
仏
道
の
観
点
か
ら
、
天
下
国
家
の
治
政
に
対
す

る
効
用
を
説
く
こ
と
を
究
極
的
な
目
的
と
す
る
道
士
の
立
場
を
相
対
化
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
説
示
に
続
い
て
、⽝
弁
正
論
⽞⽛
⑧
九
箴
篇

第
一
箴
⽜
引
用
で
は
、
道

士
に
語
ら
れ
る
太
上
老
君
に
対
し
て
、
二
皇
帝
と
老
子
・
孔
子
・
顔
回
は
菩
薩

の
化
現
で
あ
っ
た
こ
と
を
提
示
し
て
い
る
。

二
皇
統テ

𦗺化
、⽝
須
彌
四
域
経
⽞
云
、
応
声
菩
薩ヲ

為
𥿜伏
義ト

𥾀、
吉
祥
菩
薩
為
𥿜

女
媧ト

𥾀也
。
居リ

𥿜渟
風
之
初メ

ニ𥾀、
三
聖
立テ

ヽ𦗺言ヲ

、⽝
空
寂
所
問
経
⽞ニ

云
、
迦
葉ヲ

為
𥿜

老
子ト

𥾀、
儒
童ヲ

為
𥿜孔
子ト

𥾀、
光
浄ヲ

為
𥿜顏
回ト

𥾀也
。
興ス

𥿜已
澆
之
末ヲ

𥾀。（
中
略
）

三
畏
・
五
常ハ

為ス

𥿜人
天
之
由
漸ト

𥾀。
蓋シ

冥ニ

符フ

𥿜於
仏
理ニ

𥾀。
非ズ

ヤ𥿜正
弁
極
談ニ

𥾀。⠘

そ
れ
に
よ
る
と
、
菩
薩
が
仮
に
姿
を
示
し
た
権
化
た
る
老
子
た
ち
は
、
濁
り
き

っ
た
世
の
末
を
興
隆
し
、
天
・
人
界
に
生
ま
れ
る
た
め
の
三
畏
と
仁
・
義
・

礼
・
智
・
信
の
五
常
を
説
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

法
琳
⽝
弁
正
論
⽞
と
親
鸞
⽝
教
行
証
文
類
⽞

九
一



特
に
⽛
蓋
冥
符
於
佛
理
、
非
正
辯
極
談
⽜
の
箇
所
は
、
原
典
の
意
と
極
め
て

乖
離
し
て
い
る
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る⠙
。⽛
九
箴
篇

第
一
箴
⽜
の
原
文
の

文
言
は
、⽛
蓋
し
佛
理
に
冥
符
す
る
も
、
正
辯
極
談
に
は
非
ず
⽜
と
書
き
下
す

こ
と
が
で
き
よ
う
。
本
論
文
の
⽛
一
⽜
で
論
じ
た
よ
う
に
、
こ
の
文
言
は
、
確

か
に
儒
道
二
教
は
、
孝
忠
・
五
常
を
用
い
た
安
国
利
民
と
い
う
観
点
に
お
い
て
、

仏
法
に
適
合
す
る
面
も
あ
る
が
、
正
し
い
道
理
を
の
べ
た
究
極
の
所
談
で
は
な

い
と
読
解
で
き
る
。
こ
れ
は
反
面
か
ら
す
る
と
、
仏
教
側
か
ら
菩
薩
と
し
て
の

三
聖
の
世
間
に
対
す
る
教
化
を
正
し
い
所
談
と
す
る
こ
と
で
、
仏
教
の
社
会
的

政
治
的
効
用
を
説
い
た
箇
所
に
当
た
る
。

そ
の
一
方
で
、
親
鸞
は
、⽛
蓋シ

冥ニ

符フ

𥿜於
仏
理ニ

𥾀。
非ズ

ヤ𥿜正
弁
極
談ニ

𥾀。⽜
と
し
て
、

⽛
符フ

⽜
と
文
章
を
区
切
り
、
疑
問
の
助
詞
⽛
や
⽜
を
付
す
こ
と
で
、
確
か
に
菩

薩
の
老
子
が
説
い
た
五
常
は
仏
法
に
か
す
か
に
相
応
す
る
と
し
つ
つ
、
そ
の
所

談
を
疑
問
視
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、⽝
教
行
証
文
類
⽞
に
引
用
さ

れ
た
⽝
弁
正
論
⽞
は
、
原
典
と
比
較
す
る
と
、
世
俗
を
棄
て
て
真
実
に
趣
く
こ

と
を
第
一
の
目
的
と
す
る
出
世
間
の
立
場
と
、
国
家
の
統
治
を
第
一
の
目
的
と

す
る
道
士
の
世
間
の
立
場
と
の
優
劣
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
菩
薩
と
し
て
の

三
皇
や
老
子
が
社
会
や
国
家
に
寄
与
し
た
世
間
的
な
意
義
を
矮
小
化
し
て
い
る

と
指
摘
で
き
る
。

六
⽝
弁
正
論
⽞
引
用
の
道
士
の
典
籍
と
国
王
の
仏
教
帰

依

そ
し
て
親
鸞
は
、⽝
弁
正
論
⽞⽛
十
喩
篇
⽜⽛
九
箴
篇
⽜
引
用
を
通
し
て
仏
道

自
体
の
優
位
性
と
仏
法
に
帰
依
し
た
道
俗
の
事
蹟
を
説
き
つ
つ⠚
、⽛
⑪
気
為
道

本
篇
⽜⽛
⑫
出
道
偽
謬
篇
⽜
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
道
士
の
典
籍
の

記
述
を
挙
げ
て
、
菩
薩
た
る
老
子
の
表
象
が
現
に
太
上
老
君
と
し
て
肥
大
化
し

て
い
る
事
態
を
記
述
し
て
い
る
。

按ル
ニ𥿜⽝
神
仙
五
岳
圖
⽞ヲ

𥾀云ク

、
大
道
天
尊ハ

、
治ス

𥿜大
玄
都
、
玉
光
州
、
金
真

之
郡
、
天
保
之
県
、
元
明
之
郷
、
定
志
之
里ヲ

𥾀。
災
所ナ

リ𦗺不ル

𦗺及
。（
中
略
）

⽝
五
岳
圖
⽞ニ

云ク

、
都
者
都
也
。
太
上
大
道
、
道
之
中
道
、
神
明
君
最
、
守テ

𦗺

靜ヲ

居リ

𥿜太
玄
之
都ニ

𥾀。⠛

⽛
気
為
道
本
篇
⽜
引
用
で
は
、
道
教
典
籍
の
⽛
大
道
天
尊
⽜
と
称
さ
れ
る
老
子

が
都
や
州
を
災
異
が
及
ば
な
い
と
こ
ろ
と
し
て
治
め
て
お
り
、⽛
都
⽜
の
中
で

⽛
太
上
大
道
⽜
と
称
さ
れ
る
老
子
の
道
の
表
象
を
⽛
道
之
中
道
⽜
と
絶
賛
し
た

説
示
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
親
鸞
の
⽛
気
為
道
本
篇
⽜
の
引
用
箇
所
は
、

仏
教
側
に
立
つ
⽛
占
衡
の
君
子
⽜
が
、
道
教
経
典
を
列
挙
し
た
箇
所
に
当
た
る

が
、
そ
の
の
ち
に
君
子
が
そ
の
唐
代
初
期
の
道
教
教
理
を
批
判
し
た
箇
所
は
引

用
し
て
い
な
い
。
こ
の
⽝
弁
正
論
⽞
の
道
教
批
判
は
、
人
や
万
物
は
す
べ
て
気

か
ら
生
ま
れ
た
と
す
る
気
生
成
論
に
基
づ
き
、
道
教
の
太
上
老
君
な
ど
の
尊
格

の
恒
常
性
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
り
、⽝
弁
正
論
⽞
当
面
で
は
重
要
な
意
味
を

持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る⠜
。

し
か
し
、
親
鸞
は
、
こ
う
し
た
唐
代
初
期
の
道
教
教
理
を
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
批

判
し
た
法
琳
の
言
論
を
引
用
せ
ず
に
、
道
教
典
籍
の
列
挙
に
続
く
形
で
、⽛
出

九
二



道
偽
謬
篇
⽜
を
引
用
す
る
。

案ズ
ル
ニ𥿜
道
士ノ

所ノ

𦗺上ル

經ノ

目ヲ

𥾀、
皆
云ク

、
依テ

𥿜宋
人
陸
修
靜ニ

𥾀而
列ラ

ネ
タ
リ
𥿜
一
千
二
百
廿

八
卷ヲ

𥾀。（
中
略
）
指ス

𥿜陸
修
靜ガ

目
錄ヲ

𥾀、
旣ニ

無
𥿜正
本
𥾀。
何ゾ

謬マ
リ

之
甚ダ

シ
キ
ヲ

也
。

然ニ

修
靜
爲ス

コ
ト𦗺
目ヲ

、
已ニ

是
大
僞ナ

リ。
今
⽝
玄
都
錄
⽞
復
是
僞
中
之
僞ナ

リ

矣⠝
。

こ
こ
で
は
道
士
が
宋
人
で
あ
る
陸
修
靜
に
依
っ
て
一
千
二
百
二
十
八
卷
を
列
挙

し
、
王
に
上
奏
し
た
目
録
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
こ
の
経
典

目
録
に
対
し
て
、
陸
修
靜
の
目
錄
は
、
既
に
正
本
は
存
在
し
な
い
か
ら
⽛
大

偽
⽜
で
あ
る
と
位
置
付
け
、
今
上
奏
し
た
⽝
玄
都
錄
⽞
も
⽛
偽
中
之
偽
⽜
と
誡

め
て
い
る
。
特
に
⽝
弁
正
論
⽞
引
用
で
は
、
道
士
の
所
論
に
⽛
典
拠
⽜
が
無
い

こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
道
士
の
典
籍
に
つ
い
て
⽛
嗟
其
諂ハ

レ
ル

典
取
𥿜人
之
情ヲ

𥾀。⽜⠞

と
言
い
、
こ
こ
で
は
道
教
の
経
典
目
録
を
挙
げ
て
⽛
大
偽
⽜⽛
偽
中
之
偽
⽜
と

位
置
付
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
道
士
の
典
籍
を
た
び
た
び
問
題
に
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る⠟
。

そ
し
て
、⽝
弁
正
論
⽞
引
用
の
帰
結
と
し
て
梁
の
武
帝
蕭
衍
（
在
位
五
〇
二
ᴷ

五
四
九
）
の
⽛
⑬
捨
道
勅
文
⽜
を
次
の
よ
う
な
形
式
で
引
用
し
て
い
る
。

又
云
、⽛⽝
大
經
⽞ノ

中ニ

説カ
ク、
道ニ

有リ

𥿜九
十
六
種
𥾀、
唯
佛ノ

一
道
是
於テ

ハ𥿜正
道ナ

リ、
其ノ

餘ノ

九
十
五
種ニ

𥾀皆
是
外
道ナ

リ
ト。
朕
捨テ

ヽ𥿜外
道ヲ

𥾀以テ

事フ

𥿜如
来ニ

𥾀。
若
有テ

𥿜公
卿
𥾀、
能ク

入
𥿜此
誓ニ

𥾀者ハ

、
各
可
𦗺発
𥿜菩
薩ノ

心ヲ

𥾀。⠠

右
に
よ
る
と
、
ま
ず
大
乗
経
典
に
依
拠
し
て
、
道
に
九
十
六
種
あ
る
中
で
、
仏

の
一
道
の
み
が
正
道
で
あ
り
、
そ
の
外
の
九
十
五
種
類
の
道
は
全
て
外
道
で
あ

る
と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、⽛
朕
⽜
た
る
国
王
が
外
道
を
捨
て
て
如
来

に
帰
依
す
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
つ
つ
、⽛
公
卿
⽜
た
る
臣
下
に
対
し
て
、
菩
薩

の
心
を
発
す
よ
う
に
勧
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、⽝
弁
正
論
⽞
引
用
は
、
道
に
つ

い
て
仏
道
と
邪
道
を
区
別
す
る
立
場
の
も
と
、
国
王
す
ら
も
第
一
に
仏
法
に
帰

依
す
る
べ
き
だ
と
説
い
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、⽝
停
止
一
向
専
修
記
⽞
六

条
の
⽛
王
道
⽜⽛
皇
道
⽜
も
邪
道
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
と
言
え
よ
う
。

続
い
て
親
鸞
は
、⽛
雖モ

𥿜是
如
来ノ

弟
子ト

而
為ス

ト𧎋化ヲ

既ニ

邪ナ
リ。⽜
と
記
し
て
お
り
、
三

聖
は
、
如
来
の
弟
子
と
し
て
⽛
化
⽜
を
為
す
と
言
っ
て
も
、
既
に
邪
道
で
あ
る

と
述
べ
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、⽛
⑧
九
箴
篇

第
一
箴
⽜
引
用
の
⽝
空
寂
所
問

経
⽞
の
意
を
承
け
て
、
菩
薩
と
し
て
の
三
聖
の
教
化
の
意
義
を
一
応
は
窺
い
つ

つ
も
、
既
に
道
士
に
よ
っ
て
太
上
老
君
の
よ
う
な
邪
な
存
在
に
な
っ
た
こ
と
が

明
か
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
親
鸞
は
、⽛
止
是
世
間
之
善ナ

リ⽜
と

記
し
て
お
り
、
そ
の
教
え
は
単
な
る
世
間
の
善
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

⽝
弁
正
論
⽞
引
用
に
お
い
て
、
こ
の
⽛
世
間
之
善
⽜
と
は
、
当
然
、
世
間
に
お

い
て
争
い
を
引
き
起
こ
す
太
上
老
君
の
法
で
は
な
く
、
菩
薩
と
し
て
の
三
聖
所

説
の
五
常
な
ど
を
指
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、⽛
不
𦗺能
𥿜隔テ

ヽ𦗺凡
成コ

ト𧎋聖ト

。⽜
と
述

べ
て
お
り
、
世
間
の
善
で
は
、
凡
夫
を
隔
て
仏
と
成
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る

と
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
菩
薩
と
し
て
の
三
聖
の
説
い
た
世
間
の
善
に
し

た
が
う
こ
と
す
ら
も
成
仏
道
の
観
点
か
ら
否
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、⽝
教
行
証
文
類
⽞
に
お
け
る
⽝
弁
正
論
⽞
引
用
で
は
、
道
士

法
琳
⽝
弁
正
論
⽞
と
親
鸞
⽝
教
行
証
文
類
⽞

九
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が
⽛
仏
教
を
用
い
て
世
の
規
範
と
し
て
も
善
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
⽜
と
批
判

し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
修
多
羅
に
よ
っ
て
仏
の
一
道
そ
の
も
の
を
真
実
と

す
る
枠
組
み
か
ら
、
老
子
の
説
い
た
五
常
な
ど
の
世
間
の
善
で
は
成
仏
不
可
能

で
あ
り
、
そ
の
老
子
も
既
に
邪
道
で
あ
る
こ
と
を
説
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

法
琳
が
撰
述
し
た
⽝
弁
正
論
⽞
と
、
親
鸞
に
引
用
さ
れ
た
⽝
弁
正
論
⽞
の
意

味
の
差
異
を
指
摘
す
る
と
、
本
論
文
の
⽛
一
⽜
で
確
認
し
た
よ
う
に
、⽝
弁
正

論
⽞
に
は
、
本
来
、
唐
代
初
期
の
道
教
の
⽛
益
国
利
民
⽜
に
対
し
て
仏
法
の

⽛
益
国
利
民
⽜
を
強
調
す
る
側
面
が
あ
っ
た
。
一
方
、
親
鸞
に
よ
る
⽝
弁
正
論
⽞

引
用
で
は
、
道
士
が
老
君
の
⽛
益
国
利
民
⽜
を
強
調
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
仏

教
の
中
で
二
皇
帝
や
老
子
の
所
説
の
⽛
益
国
利
民
⽜
の
人
法
と
仏
法
が
相
応
す

る
こ
と
を
一
応
は
認
め
つ
つ
も
、
そ
の
所
談
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
の
世
間
の
善
で
は
成
仏
不
可
能
だ
と
否
定
し
、
一
貫
し
て
仏
道
自
体

の
真
実
性
を
明
か
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
琳
が
唐
代
初
期
の
道
教
教
理
に
対
し

て
理
論
的
に
批
判
し
た
言
説
を
引
用
せ
ず
に
、
道
士
に
対
し
て
⽛
求テ

𦗺虛
責メ

バ𦗺

實ヲ

⽜⽛
重ク

ス𥿜恩
愛ヲ

𥾀。⽜⽛
爾
簡ハ

ム
ヤ𥿜
怨
親ヲ

𥾀⽜⽛
訾シ

ラ
ム
ト
𧎋
聖ヲ

⽜
と
説
く
よ
う
に
、
仏
を
謗

る
道
士
の
邪
見
そ
の
も
の
を
批
判
し
て
お
り
、
加
え
て
こ
の
道
士
が
国
王
に
上

奏
し
た
文
書
を
⽛
偽
⽜
と
定
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

七
⽝
弁
正
論
⽞
引
用
と
⽛
後
序
⽜

で
は
、
何
故
こ
の
よ
う
な
顕
著
な
差
異
が
生
じ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
一
因

と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
法
琳
と
親
鸞
で
は
、⽝
弁
正
論
⽞
を
通
じ
て
論
駁

の
対
象
と
し
た
相
手
に
相
違
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
法
琳
は
一
貫
し

て
外
教
に
属
す
る
道
士
を
対
論
者
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
。
一
方
で
親
鸞
は
、

道
士
を
論
敵
と
す
る
⽝
弁
正
論
⽞
の
議
論
を
援
用
し
つ
つ
も
、
そ
の
批
判
の
射

程
を
、
南
都
・
北
嶺
の
学
僧
に
ま
で
拡
張
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
親
鸞
は
、⽝
弁
正
論
⽞
に
お
い
て
、
道
教
の
社
会
性
・
政
治
性
を
標

榜
し
た
道
士
の
営
為
を
む
し
ろ
仏
法
の
社
会
性
・
政
治
性
を
標
榜
し
、
法
然
の

仏
教
を
誹
謗
し
た
学
僧
の
営
為
と
類
比
さ
せ
て
、
仏
道
そ
の
も
の
の
真
実
性
を

弁
証
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
こ
の
こ
と
を
⽝
弁
正
論
⽞
引
用
と
⽛
後
序
⽜
の
連
関
性
を
示
す
中
で

論
じ
る
。⽝
弁
正
論
⽞
引
用
と
⽛
後
序
⽜
と
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
既

に
多
く
の
論
稿
に
よ
っ
て
明
か
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
⽝
弁
正
論
⽞
引

用
の
検
討
を
踏
ま
え
て
提
示
し
た
い
の
は
、⽛
後
序
⽜
の
承
元
元
年
（
一
二
〇

七
）、
興
福
寺
の
学
徒
が
朝
廷
に
向
け
て
奏
状
を
送
っ
た
と
い
う
語
り
と
、
天

皇
と
そ
の
臣
下
を
法
理
に
背
く
と
い
う
批
判
は
、⽝
弁
正
論
⽞
引
用
の
叙
述
と

類
比
の
関
係
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

一
点
目
と
し
て
、⽝
弁
正
論
⽞
の
⽛
諂ハ

レ
ル

典
⽜
或
い
は
⽛
道
士ノ

所ノ

𦗺上ル

經ノ

目
⽜

を
⽛
僞
中
之
僞ナ

リ

矣
⽜
と
位
置
付
け
る
言
説
に
倣
っ
て
、⽛
後
序
⽜
の
⽛
興
福
寺ノ

學
徒
⽜
が
奏
達
し
た
奏
状
を
問
題
視
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

⽝
弁
正
論
⽞
引
用
に
よ
っ
て
真
偽
を
勘
決
す
る
こ
と
で
、
興
福
寺
の
学
徒
こ
そ
、

む
し
ろ
王
に
目
録
を
上
奏
し
た
道
士
に
類
似
し
て
お
り
、
無
実
の
念
仏
者
を
廃

仏
の
因
縁
だ
と
す
る
奏
状
は
偽
り
の
典
で
あ
る
と
誡
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
真

宗
を
興
隆
し
た
法
然
や
そ
の
弟
子
数
名
は
、
廃
仏
を
招
く
存
在
で
は
な
く
、
真

実
の
仏
道
を
歩
ん
で
い
た
こ
と
を
明
証
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
文
脈

九
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に
は
、
興
福
寺
の
学
徒
が
道
士
に
よ
っ
て
会
昌
の
廃
仏
が
生
じ
た
よ
う
に
、
専

修
念
仏
者
に
よ
っ
て
法
滅
が
生
じ
る
と
論
難
し
た
こ
と
が
関
連
す
る
と
言
え
よ

う
。二

点
目
と
し
て
親
鸞
は
、⽝
弁
正
論
⽞
の
外
道
を
捨
て
て
如
来
に
帰
依
し
、

そ
の
臣
下
に
も
仏
道
を
勧
め
た
国
王
の
事
例
に
反
し
て
、
天
皇
と
そ
の
臣
下
は
、

外
教
に
執
着
し
て
道
士
に
類
す
る
諸
寺
の
沙
門
の
勧
め
を
聞
き
入
れ
た
こ
と
を

⽛
背キ

𦗺法ニ

違シ

𦗺義ニ

⽜
と
誡
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る⠡
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、⽝
弁

正
論
⽞
の
身
内
に
愛
情
を
重
く
す
る
邪
道
は
、
釈
尊
の
説
い
た
仏
道
を
誹
謗
す

る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
こ
の
文
脈
を
承
け
て
、
諸
寺
の
沙
門
や
洛
都
の
儒
林

に
恩
愛
を
重
く
し
て
、
仏
法
の
平
等
性
を
見
失
い
、
怨
親
を
区
別
し
た
天
皇
と

そ
の
臣
下
の
煩
悩
に
つ
い
て
、⽛
成シ

𦗺忿ヲ

結ブ

𦗺怨ヲ

。⽜
と
記
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る⠢
。こ

う
し
た
背
景
と
し
て
、
延
暦
寺
大
衆
が
⽛
三
皇
・
五
帝
・
三
王
⽜
の
時
に

反
還
す
る
皇
帝
の
道
を
実
践
し
、
海
内
を
康
寧
に
し
た
唐
太
宗
を
天
皇
の
善
例

と
し
て
専
修
念
仏
者
の
現
在
末
法
の
主
張
を
斥
け
た
こ
と
を
推
定
で
き
る
。
す

な
わ
ち
、
親
鸞
は
、
延
暦
寺
大
衆
が
提
示
し
た
唐
太
宗
の
王
道
に
対
し
て
、

⽝
弁
正
論
⽞
の
太
上
老
君
信
仰
の
事
例
に
よ
っ
て
、
そ
の
王
道
は
已
澆
の
末
を

興
隆
し
た
菩
薩
た
る
老
子
の
教
化
を
⽛
三
皇
・
堯
舜
⽜
の
如
く
神
格
化
し
、
怨

親
を
隔
て
て
真
実
の
仏
教
を
批
難
し
た
先
例
だ
と
斥
け
た
。
ま
た
、
そ
の
王
道

は
、
道
士
が
国
や
家
を
災
い
の
及
ぶ
所
な
く
普
遍
的
に
統
治
し
た
⽛
道
之
中

道
⽜
だ
と
崇
拝
し
た
邪
道
に
等
し
い
と
し
て
否
定
し
た
。
そ
の
上
で
、
こ
の
邪

道
た
る
王
道
を
規
範
と
し
て
専
修
念
仏
者
を
罪
に
処
し
た
天
皇
と
そ
の
臣
下
に

向
け
て
、⽝
弁
正
論
⽞
の
国
王
の
仏
教
帰
依
を
模
範
と
し
な
が
ら
、⽛
背キ

𦗺法ニ

違シ

𦗺

義ニ

、
成シ

𦗺忿ヲ

結ブ

𦗺怨ヲ

。⽜
と
誡
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、⽝
教
行
証
文
類
⽞⽛
後
序
⽜
の
興
福
寺
の
学
徒
が
朝
廷
に
向
け
て

奏
状
を
送
っ
た
出
来
事
と
、
天
皇
と
そ
の
臣
下
を
法
理
に
背
く
と
い
う
批
判
は
、

⽝
弁
正
論
⽞
引
用
の
言
述
と
対
応
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
親

鸞
は
、
法
琳
が
道
士
を
批
判
し
た
言
葉
に
倣
い
つ
つ
、⽛
後
序
⽜
に
お
け
る
諸

寺
の
沙
門
や
天
皇
と
臣
下
を
教
誡
し
、
法
然
の
所
説
の
仏
道
こ
そ
真
実
で
あ
る

こ
と
を
あ
ら
わ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に
か
え
て

本
稿
で
は
、
親
鸞
が
中
世
鎌
倉
期
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
⽝
弁
正
論
⽞

の
唐
代
初
期
の
道
士
と
法
琳
の
対
論
を
引
用
し
た
意
図
を
明
瞭
に
論
述
す
る
こ

と
を
課
題
と
し
つ
つ
、⽝
弁
正
論
⽞
引
用
全
体
を
総
合
的
に
理
解
可
能
に
す
る

視
座
と
、
そ
の
言
説
の
意
義
を
示
す
こ
と
を
試
み
た
。

ま
ず
、
唐
代
初
期
を
生
き
た
法
琳
の
⽝
弁
正
論
⽞
は
、
道
士
の
政
治
的
社
会

的
な
観
点
に
よ
る
仏
法
へ
の
排
撃
が
撰
述
背
景
に
あ
り
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る

た
め
に
仏
法
の
⽛
益
国
利
民
⽜
を
説
く
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
た
。
こ
の
唐
代

初
期
か
ら
六
百
年
の
時
を
隔
て
た
中
世
鎌
倉
期
を
生
き
た
親
鸞
の
時
代
で
は
、

南
都
北
嶺
の
学
僧
が
漢
土
の
太
上
老
君
を
信
仰
し
た
道
士
や
太
宗
の
事
例
を
も

っ
て
専
修
念
仏
批
判
を
為
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
親
鸞
は
、
法
琳
が
⽝
弁
正

論
⽞
に
お
い
て
、⽛
益
国
利
民
⽜
を
標
榜
し
な
が
ら
老
子
に
執
着
し
た
道
士
や

王
を
批
判
し
て
い
た
こ
と
を
承
け
て
、
真
実
の
仏
弟
子
を
罪
に
処
し
た
⽛
後

法
琳
⽝
弁
正
論
⽞
と
親
鸞
⽝
教
行
証
文
類
⽞

九
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序
⽜
の
諸
寺
の
沙
門
や
天
皇
と
臣
下
を
邪
偽
と
誡
め
、
第
一
に
真
実
の
仏
道
に

立
脚
す
る
こ
と
を
説
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
親
鸞
は
、
過
去
の
道
士
の
事
例
を
通
し
て
、
現
実
的
課
題
を
類

比
的
に
理
解
し
て
お
り
、⽛
後
序
⽜
を
中
心
と
し
た
言
説
と
の
意
味
連
関
の
中

で
⽝
弁
正
論
⽞
を
配
置
し
、
訓
読
を
施
す
こ
と
で
、
別
様
な
仕
方
で
解
釈
し
た

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、⽝
弁
正
論
⽞
引
用
に
お
け
る
震
旦
の
道
士

や
太
上
老
君
の
事
象
へ
と
迂
回
す
る
こ
と
で
、
社
会
性
や
親
密
性
を
重
ん
じ
て

他
者
を
そ
の
秩
序
か
ら
排
除
す
る
こ
と
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
邪
偽
の
道
俗
の

す
が
た
を
新
た
に
露
わ
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
法
琳
の
言
葉
か
ら
、
こ
の
邪

偽
の
凡
夫
こ
そ
、
理
想
的
な
社
会
の
実
現
で
は
な
く
悟
り
の
実
現
を
第
一
の
目

的
と
す
る
真
実
の
仏
道
に
趣
く
べ
き
こ
と
を
聞
き
と
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
に
現
代
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
も
反
復
的
に
強
調
さ
れ
る
べ
き
⽝
弁

正
論
⽞
引
用
の
普
遍
的
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
か
ら
し
て

も
⽝
教
行
証
文
類
⽞
に
お
け
る
⽝
弁
正
論
⽞
引
用
は
、
親
鸞
思
想
を
特
徴
付
け

る
主
要
な
引
用
文
で
あ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

註①
⽝
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
（
二
）
宗
祖
篇
上
⽞（
以
下
、⽝
浄
真
全
⽞
二
、
と
略

す
）
二
四
二
頁

②
⽝
浄
真
全
⽞
四
、
一
三
三
二
頁

③

星
野
元
豊
⽝
講
解
教
行
信
証

化
身
土
巻
（
末
）⽞
二
一
九
四
頁
、
法
蔵
館
、

一
九
八
三
年

④

吉
田
一
彦
⽛
日
本
古
代
の
宗
教
史
⽜
で
は
、⽛
七
世
紀
末
、
日
本
は
新
し
い

政
治
制
度
で
あ
る
天
皇
制
度
に
基
づ
く
国
家
を
誕
生
さ
せ
た
。
国
号
（
王
朝

名
）
も
⽛
日
本
⽜
に
改
め
た
。（
中
略
）
道
教
に
つ
い
て
も
鬼
神
の
祭
祀
な
ど

の
道
教
的
信
仰
は
受
容
し
た
が
、
集
団
と
し
て
の
道
教
を
受
容
す
る
こ
と
は
な

く
、
道
士
・
女
冠
も
道
観
も
成
立
し
な
か
っ
た
。⽛
僧
尼
令
⽜
か
ら
も
道
教
に

関
わ
る
部
分
は
除
外
し
た
。
七
世
紀
末
の
日
本
国
は
、
外
来
宗
教
を
選
択
的
に

導
入
し
、
仏
法
を
中
核
宗
教
と
し
て
受
容
し
て
、
仏
法
と
神
信
仰
の
二
つ
を
宗

教
の
中
心
に
す
る
政
策
を
採
っ
た
。
そ
れ
は
の
ち
の
日
本
宗
教
史
に
決
定
的
な

影
響
を
与
え
た
。⽜（⽝
日
本
宗
教
史
を
問
い
直
す
⽞
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
〇

年
、
七
〇
頁
）
と
指
摘
す
る
。

菊
地
章
太
⽛
中
世
・
近
世
に
お
け
る
道
教
信
仰
の
伝
播
⽜
で
は
、⽛
教
義
と

教
団
を
完
備
し
た
も
の
を
宗
教
の
実
体
と
す
る
な
ら
ば
、
道
教
は
日
本
に
は
伝

わ
っ
て
い
な
い
。
ご
く
近
年
の
動
き
を
除
い
て
、
日
本
に
は
道
教
の
寺
院
で
あ

る
道
観
も
な
く
道
士
も
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
う
し
た
体
系
か
ら
逸
脱
し
た

民
間
信
仰
を
も
包
括
す
る
も
の
と
と
ら
れ
る
な
ら
ば
、
道
教
は
そ
の
痕
跡
を
残

さ
な
い
ま
で
に
日
本
の
民
俗
に
同
化
し
た
と
こ
ろ
も
す
く
な
く
な
い
。（⽝
宗
教

の
受
容
と
交
流
⽞
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
〇
年
、
二
七
六
ᴷ
二
七
七
頁
）
と
指

摘
す
る
。

⑤

藤
場
俊
基
⽝
顕
浄
土
方
便
化
身
土
文
類
の
研
究
ᴷ
⽝
弁
正
論
⽞
ᴷ
⽞
文
栄
堂

書
店
、
二
〇
〇
〇
年

⑥

西
義
人
⽛
親
鸞
の
⽝
弁
正
論
⽞
引
用
意
図
に
関
す
る
一
試
論
⽜⽝
印
度
学
仏

教
学
研
究
⽞
第
五
二
巻
・
第
一
号
、
二
〇
〇
三
年
、
藤
原
智
⽛⽝
教
行
信
証
⽞

⽛
化
身
土
巻
⽜
の
⽝
弁
正
論
⽞
引
用
に
つ
い
て
⽜⽝
現
代
と
親
鸞
⽞
第
三
一
号
、

二
〇
一
五
年

⑦

吉
川
忠
夫
⽛
第
一
章

隋
唐
仏
教
と
は
何
か
⽜⽝
新
ア
ジ
ア
仏
教
史

中
国

Ⅱ
興
隆
・
発
展
す
る
仏
教
⽞
佼
成
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
、
辛
師
任
⽛
北
周
道

安
の
⽝
二
敎
論
⽞
と
唐
法
琳
の
⽝
辯
正
論
⽞
と
の
影
響
關
係
ᴷ
敦
煌
寫
本
P.

3617
,P.3766

,P.2587

,P.3742

を
中
心
と
し
て
⽜⽝
東
ア
ジ
ア
仏
教
学
術
論

集
⽞
七
号
、
二
〇
一
九
年
参
照

⑧

法
琳
の
事
蹟
に
関
し
て
は
、
詳
細
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
庄
野
眞

九
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澄
⽛
唐
沙
門
法
琳
傳
に
つ
い
て
⽜（⽝
史
淵
⽞
十
四
号
、
一
九
三
六
年
）
や
礪
波

護
⽛
法
琳
の
事
蹟
に
み
る
唐
初
の
佛
教
・
道
教
と
國
家
⽜（⽝
隋
唐
仏
教
文
物
史

論
考
⽞
法
蔵
館
、
二
〇
一
六
年
）
に
詳
し
い
。

⑨

中
西
久
味
⽛
法
琳
の
三
教
論
に
よ
せ
て
⽜⽝
中
国
思
想
史
研
究
⽞
二
四
号
、

二
〇
〇
一
年
、
七
八
ᴷ
七
九
頁
参
照

⽝
法
琳
別
伝
⽞
巻
中
⽛
往
以
武
德
四
年
仲
冬
之
月
、
得
清
虚
観
道
士
李
仲
卿
所

製
⽛
十
異
九
迷
⽜
及
劉
進
喜
⽛
顕
正
⽜
等
論
、
軽
侮
大
聖
、
昏
冒
生
霊
、
妄
引

典
謨
、
飾
非
為
是
。
琳
既
慨
其
無
識
、
念
彼
何
辜
。
因
乃
広
拾
九
流
、
論
成
八

軸
、
叙
述
三
教
、
志
明
益
国
。
標
⽛
十
代
⽜
者
意
顕
遵
崇
。
拠
史
籍
而
弁
⽛
後

先
⽜。
約
訓
誥
以
明
⽛
師
敬
⽜。⽛
十
喩
⽜
斥
其
⽛
十
異
⽜、⽛
九
箴
⽜
挫
彼
⽛
九

迷
⽜、⽛
気
為
道
本
⽜
並
有
典
謨
。⽛
信
毀
⽜
暾
然
、
非
無
実
録
。

創
陳
三
教
、
敘
立
論
之
由
。
次
顕
⽛
九
箴
⽜、
答
仲
卿
之
說
。
其
中
亦
有
古
来

共
惑
、
因
論
釈
通
。
後
以
武
徳
八
年
仲
春
之
月
、
高
祖
親
臨
国
学
、
将
行
奠
礼
、

備
陳
三
教
、
商
確
微
言
。
于
時
二
衆
通
人
雲
羅
御
席
、
五
都
才
子
星
布
義
筵
。

時
有
潘
誕
黄
巾
妄
陳
先
後
、
奏
高
祖
言
、⽛
悉
達
太
子
不
能
得
仏
。
六
年
求
道

方
得
成
仏
。
此
則
道
能
生
仏
。
仏
由
道
成
。
道
是
仏
之
父
師
。
仏
乃
道
之
子
弟
。

（
中
略
）⽜
当
爾
之
時
、
有
勝
光
寺
釈
慧
乗
者
、
学
業
鉤
深
、
遂
使
主
上
迴
光
、

群
公
拝
首
。
于
時
九
仙
外
道
束
体
轅
門
、
三
洞
黄
巾
望
風
結
舌
。
法
琳
既
縁
此

議
、
又
撰
⽛
仏
道
先
後
・
釈
李
師
資
⽜
等
篇
。

又
以
傅
弈
所
上
事
云
、⽛
後
漢
中
原
未
全
有
信
。
晋
魏
夷
虜
信
者
一
分
⽜。
仲
卿

論
云
、⽛
石
勒
之
日
念
其
胡
風
、
与
僧
澄
道
人
矯
足
毛
羽
。
因
此
胡
法
始
興
於

世
⽜。
劉
進
喜
云
、⽛
胡
来
此
土
、
未
全
有
信
。
姚
石
已
後
、
胡
風
乃
盛
⽜。
但

琳
縁
此
三
人
不
能
黙
已
。
遂
広
陳
君
王
宰
輔
敬
仏
度
僧
、
用
対
彼
辞
、
顕
其
虚

妄
。
後
陳
⽛
信
毀
交
報
⽜、
以
示
仲
卿
、
彰
善
悪
之
有
徴
、
使
其
恢
改
。⽜（⽝
大

正
蔵
⽞
五
〇
、
二
〇
五
中
ᴷ
下
頁
）

⑩
⽝
続
高
僧
伝
⽞⽛
武
德
八
年
、
歲
居
協
洽
、
駕
幸
國
學
、
將
行
釋
奠
、
堂
置
三

坐
、
擬
敍
三
宗
。（
中
略
）
天
子
下
詔
曰
。
老
釋
奠
敎
孔
敎
、
此
土
先
宗
、
釋

敎
後
興
、
宜
崇
客
禮
。
令
老
先
次
孔
末
後
釋
宗
。⽜（⽝
大
正
蔵
⽞
五
〇
、
六
三

三
上
頁
）

⑪
⽛
三
教
治
道
篇
⽜⽛
若
事
親
殉
主
、
則
以
忠
孝
爲
初
。
遠
害
全
身
、
則
以
道
徳

居
始
。
利
生
救
苦
則
以
慈
悲
統
源
。
奉
孝
懷
忠
、
可
以
全
家
國
。
行
道
立
徳
、

可
以
播
身
名
。
興
慈
運
悲
、
可
以
濟
群
品
。
濟
群
品
則
恩
均
六
趣
、
播
身
名
、

止
榮
被
一
門
、
全
家
國
乃
功
包
九
合
。
故
忠
孝
爲
訓
俗
之
教
、
道
徳
爲
持
身
之

術
、
慈
悲
蓋
育
物
之
行
。
亦
猶
天
有
三
光
、
鼎
有
三
足
。
各
Ầ
其
徳
、
並
著
其

功
。
遵
而
奉
之
、
可
以
致
嘉
祐
也
。⽜（⽝
大
正
蔵
⽞
五
二
、
四
九
二
上
頁
）

⑫
⽛
三
教
治
道
篇
⽜⽛
姚
道
安
作
二
教
論
、
唯
立
儒
教
佛
教
、
不
立
道
教
。
何
以

故
。
儒
者
、
用
三
皇
五
帝
爲
教
主
。（
中
略
）
墳
典
是
教
。
帝
皇
爲
主
、
儒
得

Ầ
教
。
佛
是
法
王
所
説
。
十
二
部
經
布
化
天
下
、
有
教
有
主
也
。
然
佛
是
出
世

人
、
經
是
出
世
教
、
故
得
Ầ
教
主
。
三
皇
五
帝
是
世
主
、
三
墳
五
典
是
世
教
。

先
以
世
教
化
、
後
以
出
世
教
化
、
事
盡
於
此
、
攝
法
既
周
、
爲
縁
亦
了
。
何
須

別
有
道
教
。
又
毛
詩
云
、
一
國
之
事
᷷
一
人
之
本
、
謂
之
風
。
天
子
有
風
、
能

化
天
下
、
故
得
Ầ
教
。
道
非
天
子
、
不
得
有
風
。
既
其
無
風
、
云
何
布
化
。
無

風
可
化
、
不
得
別
Ầ
教
也
。⽜（⽝
大
正
蔵
⽞
五
二
、
四
九
九
上
頁
）

⑬

藤
善
真
澄
⽛
官
吏
登
用
に
お
け
る
道
挙
と
そ
の
意
義
⽜⽝
史
林
⽞
五
一
号
、

一
九
六
八
年
、
八
〇
二
頁
、
福
永
光
司
⽝
道
教
思
想
史
⽞
岩
波
書
店
、
二
〇
〇

二
年
、
一
四
三
頁
、
蜂
屋
邦
夫
⽝
老
子
探
求

生
き
つ
づ
け
る
思
想
⽞
岩
波
書

店
、
二
〇
二
一
年
、
八
〇
ᴷ
八
五
頁
参
照

⽝
続
高
僧
伝
⽞⽛
伏
見
詔
書
、
國
家
本
系
出
自
柱
下
、
尊
祖
之
風
形
于
前
典
。⽜

⽝
大
正
蔵
⽞
五
〇
巻
、
六
三
五
下
頁

な
お
、⽝
広
弘
明
集
⽞⽝
大
正
蔵
⽞
五
二
巻
、
二
八
三
下
ᴷ
二
八
四
上
頁
、

⽝
集
古
今
仏
道
論
衡
⽞⽝
大
正
蔵
⽞
五
二
巻
、
三
八
二
下
頁
、⽝
法
琳
別
伝
⽞⽝
大

正
蔵
⽞
五
〇
巻
、
二
〇
四
上
頁
に
も
同
様
の
文
言
が
あ
る
。

⑭
⽛
三
教
治
道
篇
⽜⽝
大
正
蔵
⽞
五
二
、
四
九
三
中
頁

⑮
⽛
三
教
治
道
篇
⽜⽝
大
正
蔵
⽞
五
二
、
四
九
六
中
ᴷ
下
頁

⑯
⽛
仏
道
先
後
篇
⽜⽝
大
正
蔵
⽞
五
二
、
五
二
一
中
頁
、⽛
釈
李
師
資
篇
⽜⽝
大
正

蔵
⽞
五
二
、
五
二
四
中
頁
、⽛
九
箴
篇
⽜
同
上
、
五
三
〇
上
頁
〈

〉
内
は
、

陳
子
良
の
注
で
あ
る
。

⑰

中
西
久
味
⽛
法
琳
の
三
教
論
に
よ
せ
て
⽜⽝
中
国
思
想
史
研
究
⽞
二
四
号
、

法
琳
⽝
弁
正
論
⽞
と
親
鸞
⽝
教
行
証
文
類
⽞

九
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二
〇
〇
一
年
、
八
〇
頁

⑱

倉
本
尚
徳
⽛
法
琳
の
著
作
と
の
比
較
か
ら
見
た
姚
䛒
⽝
三
教
不
斉
論
⽞
の
特

徴
に
つ
い
て
⽜⽝
最
澄
・
空
海
将
来
⽝
三
教
不
斉
論
⽞
の
研
究
⽞
国
書
刊
行
会
、

二
〇
一
六
年
、
二
五
八
頁

⑲
⽝
法
琳
別
伝
⽞⽝
大
正
蔵
⽞
五
〇
巻
、
二
〇
四
上
頁

な
お
⽝
続
高
僧
伝
⽞
に

は
、
同
様
の
事
柄
が
智
実
伝
に
記
さ
れ
て
い
る
。（⽝
大
正
蔵
⽞
五
二
巻
、
六
三

五
下
頁
）

⑳
⽝
法
琳
別
伝
⽞⽛
琳
今
屬
堯
舜
之
君
。
何
得
無
言
者
哉
。
琳
聞
、
拓
拔
達
闍
唐

言
李
氏
、
陛
下
之
李
、
斯
即
其
苗
。
非
柱
下
隴
西
之
流
也
。
謹
案
、
老
聃
之
李

牧
母
所
生
。
若
據
隴
西
、
乃
皆
僕
裔
。⽜（
中
略
）
帝
時
大
怒
竪
目
。（
中
略
）

時
憲
司
執
奏
曰
、⽛
法
不
可
廢
國
有
常
刑
。
諸
指
斥
乘
輿
者
、
罪
當
大
辟
。⽜
帝

曰
、⽛
法
琳
雖
毀
朕
宗
祖
、
非
無
典
據
。
特
可
赦
其
極
犯
。⽜（
中
略
）
勅
縱
遷

琳
益
部
、
寧
成
伐
罪
。⽜（⽝
大
正
蔵
⽞
五
〇
巻
、
二
一
〇
上
ᴷ
二
一
二
上
頁
）

㉑
⽝
浄
真
全
⽞
二
、
二
二
一
頁

㉒
⽝
浄
真
全
⽞
二
、
二
四
二
頁

㉓
⽝
弁
正
論
⽞
引
用
の
十
喩
篇
は
、
同
じ
箇
所
か
ら
二
度
引
用
さ
れ
て
い
る
た

め
、
上
・
下
と
す
る
。

㉔

重
見
一
行
⽝
教
行
信
証
の
研
究

そ
の
成
立
過
程
の
文
献
学
的
考
察
⽞
法
蔵

館
、
一
九
九
一
年
、
二
六
頁

㉕

藤
原
智
⽛
日
本
古
写
経
⽝
弁
正
論
⽞
と
親
鸞
⽝
教
行
信
証
⽞⽜⽝
日
本
古
写
経

研
究
所
研
究
紀
要
⽞
二
号
、
七
四
頁

㉖

藤
善
眞
澄
⽛
第
七
章
⽝
続
高
僧
伝
⽞
管
見
ᴷ
興
聖
寺
本
を
中
心
に
ᴷ
⽜⽝
道

宣
伝
の
研
究
⽞
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
、
大
槻
信
・
小
林
雄

一
・
森
下
真
衣
⽛⽝
新
撰
字
鏡
⽞
序
文
と
⽝
法
琳
別
伝
⽞⽜⽝
国
語
国
文
⽞
第
八

二
巻
第
一
号
、
二
〇
一
三
年
、
四
二
ᴷ
四
四
頁
、
河
上
麻
由
子
⽛⽝
広
弘
明
集
⽞

巻
一
七
に
つ
い
て
⽜⽝
日
本
古
写
経
研
究
所
研
究
紀
要
⽞
第
二
号
、
二
〇
一
七

年
、
王
雪
⽛
道
宣
撰
⽝
集
古
今
仏
道
論
衡
⽞
の
日
本
古
写
経
本
に
つ
い
て
⽜

⽝
印
度
学
仏
教
学
研
究
⽞
第
六
八
巻
第
一
号
、
二
〇
一
九
年
参
照

㉗

親
鸞
真
筆
⽝
道
綽
禅
師
略
伝
⽞
で
は
、⽝
続
高
僧
伝
⽞
か
ら
の
引
用
が
あ
り
、

親
鸞
加
点
本
⽝
往
生
論
註
⽞
下
巻
の
巻
尾
に
は
、⽝
続
高
僧
伝
⽞
に
依
拠
し
た

文
言
が
み
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。（⽝
浄
真
全
⽞
二
、
九
七
六
ᴷ
九
七
七

頁
、⽝
浄
真
全
⽞
三
、
三
四
三
頁
）

㉘
⽝
顕
戒
論
⽞⽝
伝
教
大
師
全
集
⽞
第
一
巻
、
二
五
四
頁
、⽝
伝
述
一
心
戒
文
卷
⽞

⽝
大
蔵
経
⽞
七
十
四
巻
、
六
四
四
中
頁

㉙
⽝
浄
真
全
⽞
二
、
二
五
三
ᴷ
二
五
四
頁

㉚
⽝
真
宗
大
系
⽞
一
七
、
二
六
四
ᴷ
二
六
五
頁

㉛

藤
場
峻
基
⽝
親
鸞
の
教
行
信
証
を
読
み
解
く
Ⅴ
⽞
明
石
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、

二
七
四
ᴷ
二
七
五
頁
、
朝
山
明
彦
⽛⽛
化
身
土
巻
⽜
に
お
け
る
外
教
釈
：⽝
弁
正

論
⽞
の
引
用
意
義
を
中
心
に
⽜⽝
龍
谷
教
学
⽞
第
五
五
巻
、
二
〇
二
二
年
、
藤

原
智
⽛⽝
教
行
信
証
⽞⽛
化
身
土
巻
⽜
の
⽝
弁
正
論
⽞
引
用
に
つ
い
て
⽜⽝
現
代

と
親
鸞
⽞
三
一
巻
、
二
〇
一
五
年

㉜

殿
内
恒
［
二
〇
〇
七
］
は
、⽝
教
行
証
文
類
⽞
に
み
る
対
外
的
姿
勢
に
つ
い

て
、
仏
道
と
い
う
枠
組
み
か
ら
聖
道
釈
・
外
教
釈
を
考
察
す
る
中
で
、⽛⽝
教
行

証
文
類
⽞
で
は
、
念
仏
往
生
の
法
門
が
真
の
仏
教
と
呼
ぶ
べ
き
体
系
を
持
つ
も

の
と
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
法
門
と
そ
こ
に
身
を
置
く
現
実
の
仏
教
者
の
あ
り
方

と
が
⽛
仮
⽜⽛
偽
⽜
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。⽜（⽛⽝
教
行
証
文
類
⽞
に
み
る

対
外
的
姿
勢
ᴷ
仏
道
と
し
て
の
枠
組
み
ᴷ
⽜⽝
真
宗
学
⽞
第
一
一
六
号
、
二
〇

〇
七
年
、
六
五
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

㉝

伊
藤
聡
は
、⽛
古
代
か
ら
近
世
に
至
る
憧
憬
・
崇
拝
と
忌
避
・
嫌
悪
と
が
複

雑
に
絡
み
合
う
対
中
意
識
⽜（⽝
日
本
像
の
起
源

つ
く
ら
れ
た
〈
日
本
的
な
も

の
〉⽞
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
、
二
〇
二
一
年
、
一
〇
五
頁
）
に
つ
い
て
述
べ
て

お
り
、
参
照
し
た
。

㉞
⽝
浄
真
全
⽞
六
、
七
七
三
頁

㉟
⽝
停
止
一
向
専
修
記
⽞⽛
夫
會
昌
天
子
之
但
傳ヘ
シ𥿜念
佛
𥾀也
、
依
𥿜凶
例
於
萬
代
𥾀。

源
空
法
師
之
偏ニ

勸ル

𥿜Ầ
名
𥾀也
、
貽ス

𥿜濫
行
於
四
方
𥾀、
倭
漢
之
風
儀
、
彼
此
雷

同セ
リ。⽜（⽝
浄
真
全
⽞
六
、
七
八
二
頁
）。

㊱
⽛
こ
れ
を
き
か
む
緇
素
、
た
れ
か
驚
歎
せ
ざ
ら
む
や
。
諸
宗
の
學
徒
專
ᓔ
陶

す
る
に
た
れ
る
か
。
た
た
し
こ
の
條
に
を
き
て
は
、
殆
信
を
と
り
か
た
し
。
す

九
八



て
に
こ
れ
會
昌
天
子
、
守
屋
の
大
臣
等
の
類
歟
。
如
是
の
諸
過
は
ま
こ
と
な
ら

す
と
云
云
。
た
し
か
な
る
説
に
つ
い
て
眞
僞
を
决
せ
ら
れ
む
に
、
あ
へ
て
そ
の

か
く
れ
あ
る
へ
か
ら
す
。
事
も
し
實
な
ら
は
科
斷
ま
た
か
た
し
と
せ
す
。
ひ
と

へ
に
浮
説
を
も
ち
て
、
と
か
を
上
人
に
か
く
る
條
理
盡
の
沙
汰
に
あ
ら
さ
る

か
。⽜（
中
井
真
孝
編
⽝
法
然
上
人
絵
詞
（
妙
定
院
本
）
法
然
上
人
絵
伝
集
成

2
⽞
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
〇
頁
、
二
五
二
頁
）

㊲

西
義
人
⽛
親
鸞
の
⽝
弁
正
論
⽞
引
用
意
図
に
関
す
る
一
試
論
⽜⽝
印
度
学
仏

教
学
研
究
⽞
第
五
二
巻
・
第
一
号
、
二
〇
〇
三
年
、
六
六
頁

㊳
⽝
浄
真
全
⽞
六
、
七
八
八
頁

㊴

森
新
之
介
⽛
九
条
兼
実
の
反
淳
素
思
想
ᴷ
中
世
初
期
に
お
け
る
貴
族
の
歴
史

思
想
の
一
側
面
ᴷ
⽜⽝
日
本
思
想
史
学
⽞
四
〇
号
、
二
〇
〇
八
年
、
七
〇
頁

㊵

原
田
種
成
⽝
新
釈
漢
文
大
系
95

貞
観
政
要

上
⽞
明
治
書
院
、
一
九
七
八

年
、
七
六
ᴷ
七
七
頁

㊶
⽝
浄
真
全
⽞
六
、
七
八
九
頁

㊷

原
田
種
成
⽛
第
二
章

本
邦
伝
来
の
歴
史
⽜⽝
貞
観
政
要
の
研
究
⽞
吉
川
弘

文
館
、
一
九
五
六
年
、
池
田
温
⽛⽝
貞
観
政
要
⽞
の
日
本
流
伝
と
そ
の
影
響
⽜

⽝
東
ア
ジ
ア
の
文
化
交
流
史
⽞
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
参
照

㊸

山
田
尚
子
⽝
中
国
故
事
受
容
論
ᴷ
古
代
中
世
日
本
に
お
け
る
継
承
と
展
開
⽞

勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、
三
二
九
頁

関
連
し
て
西
谷
地
晴
美
は
、
古
代
・
中
世
の
歴
史
意
識
は
、
容
易
に
国
家
の

枠
組
み
を
飛
び
出
し
て
、
時
空
を
東
ア
ジ
ア
社
会
と
共
有
し
て
い
た
と
指
摘
し

て
お
り
、⽛
日
本
国
内
に
伝
え
ら
れ
た
知
の
結
晶
で
も
あ
る
内
典
・
外
典
は
、

歴
史
意
識
を
生
み
出
し
定
着
さ
せ
る
装
置
の
役
割
を
負
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ

る
⽜
と
指
摘
し
て
い
る
。（
西
谷
地
晴
美
⽝
古
代
・
中
世
の
時
空
と
依
存
⽞
塙

書
房
、
二
〇
一
三
年
、
一
一
八
ᴷ
一
一
九
頁
）

㊹

宮
崎
圓
遵
⽛
親
鸞
の
時
代
批
判
と
真
宗
の
成
立
⽜⽝
日
本
仏
教
学
会
年
報
⽞

一
七
巻
、
一
九
五
二
年
、
同
⽛
親
鸞
の
立
場
と
⽝
教
行
信
証
⽞
の
撰
述
⽜⽝
教

行
信
証
撰
述
の
研
究
⽞
百
華
苑
、
一
九
五
四
年

㊺
⽝
浄
真
全
⽞
六
、
七
八
五
頁

㊻

藤
原
智
⽛⽝
教
行
信
証
⽞⽛
化
身
土
巻
⽜
の
⽝
弁
正
論
⽞
引
用
に
つ
い
て
⽜

⽝
現
代
と
親
鸞
⽞
三
一
巻
、
二
〇
一
五
年
、
二
四
・
三
九
頁

ま
た
、
藤
原
論
文
で
は
、⽝
弁
正
論
⽞⽛
十
喩
篇

第
十
喩
⽜
引
用
の
外
教
の

道
士
側
か
ら
仏
法
を
⽛
不
孝
⽜
と
批
判
す
る
言
論
は
、⽝
停
止
一
向
専
修
記
⽞

の
専
修
念
仏
を
⽛
不
孝
の
罪
⽜
と
批
判
す
る
記
述
と
同
じ
性
質
を
持
つ
と
し
、

親
鸞
は
、⽛
専
修
念
仏
が
日
本
古
来
の
仏
教
の
伝
統
を
無
視
す
る
こ
と
を
⽛
人

倫
の
行
⽜
と
い
う
点
か
ら
、⽛
不
孝
の
罪
⽜
と
す
る
批
判
に
つ
い
て
、
唐
代
初

期
の
道
士
の
批
判
と
同
質
の
も
の
と
見
て
、
法
琳
の
言
葉
で
も
っ
て
仏
法
こ
そ

根
本
に
据
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
と
応
え
よ
う
と
し
た
⽜
と
論
じ
る
。

（
藤
原
智
⽛⽝
教
行
信
証
⽞⽛
化
身
土
巻
⽜
の
⽝
弁
正
論
⽞
引
用
に
つ
い
て
⽜⽝
現

代
と
親
鸞
⽞
三
一
巻
、
二
〇
一
五
年
、
五
六
頁
）
こ
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
が
、

詳
細
な
検
討
な
別
稿
に
譲
り
た
い
。

㊼

梯
實
圓
⽛⽛
化
身
土
文
類
⽜
解
説
⽜⽝⽝
顕
浄
土
真
実
教
行
証
類
⽞
解
説
論
集
⽞

五
七
〇
頁

㊽

芳
英
⽝
教
行
信
証
集
成
記
⽞
第
七
三
で
は
、⽛
正
対
漢
土
外
教
之
文
教
、
誡

本
邦
混
乱
邪
正
之
僧
徒
也
。⽜
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
示
唆
に
富
む
。⽝
真
宗
全

書
⽞
三
三
、
五
一
七
頁

㊾
⽝
浄
真
全
⽞
二
、
二
四
三
頁

㊿
⽝
浄
真
全
⽞
二
、
二
四
六
ᴷ
二
四
七
頁

⠗
⽝
浄
真
全
⽞
二
、
二
四
七
頁

⠘
⽝
浄
真
全
⽞
二
、
二
四
七
ᴷ
二
四
八
頁

⠙

藤
原
智
⽛⽝
教
行
信
証
⽞⽛
化
身
土
巻
⽜
の
⽝
弁
正
論
⽞
引
用
に
つ
い
て
⽜

⽝
現
代
と
親
鸞
⽞
第
三
一
号
、
二
〇
一
五
年
、
四
八
頁
参
照

⠚

例
え
ば
、⽝
弁
正
論
⽞⽛
九
箴
篇

第
一
箴
⽜
引
用
で
は
、

道ト
シ
テ

無
𥿜不
𦗺通セ

者
𥾀、
名テ

𦗺之
爲
𥿜菩
提ト

𥾀。（
中
略
）
菩
提
者
、
漢ニ
ハ

言
𥿜大
道ト

𥾀

也
。（
中
略
）
而ニ

吾
子
終
日ニ

踐デ

𥿜菩
提
之
地ヲ

𥾀、
不
𦗺知
𥿜大
道ヲ

𥾀、
卽
菩
提ノ

異
號

也
。（⽝
浄
真
全
⽞
二
、
二
四
八
ᴷ
二
四
九
頁
）

と
、⽛
道
⽜
と
し
て
通
せ
な
い
者
が
無
い
、
換
言
す
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
衆
生
に
通

じ
る
仏
道
を
名
づ
け
て
菩
提
と
為
す
と
説
い
て
い
る
。
ま
た
菩
提
は
、
漢
語
で

法
琳
⽝
弁
正
論
⽞
と
親
鸞
⽝
教
行
証
文
類
⽞

九
九



は
⽛
大
道
⽜
で
あ
る
と
説
き
、
外
教
に
執
着
す
る
者
は
終
日
菩
提
の
地
を
踏
ん

で
い
な
が
ら
、
菩
提
の
別
名
で
あ
る
⽛
大
道
⽜
を
知
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

⠛
⽝
浄
真
全
⽞
二
、
二
五
〇
頁

⠜

李
龢
書
⽝
晉
唐
道
敎
の
展
開
と
三
敎
交
渉
⽞
汲
古
書
院
、
二
〇
二
二
年
、
三

七
八
ᴷ
三
八
〇
頁
参
照

⽝
弁
正
論
⽞⽛
気
為
道
本
篇
⽜⽛
案
生
神
章
云
、
老
子
以
元
始
三
氣
、
合
而
爲
一
。

是
至
人
法
體
、
精
是
精
靈
、
神
是
變
化
、
氣
是
氣
象
。
如
陸
簡
寂
、
藏
矜
、
顧

歡
、
諸
揉
孟
智
周
等
、
老
子
義
云
、
合
此
三
氣
以
成
聖
體
。
又
云
、
自
然
爲
通

相
之
體
、
三
氣
爲
別
相
之
體
。
檢
道
所
宗
、
以
氣
爲
本
。
考
三
氣
之
内
、
有
色

有
心
。
既
爲
色
心
所
成
、
未
免
生
死
之
患
、
何
得
Ầ
常
。（⽝
大
正
蔵
⽞
五
二
、

五
三
六
下
頁
）

⠝
⽝
浄
真
全
⽞
二
、
二
五
〇
ᴷ
二
五
一
頁

⠞
⽝
浄
真
全
⽞
二
、
二
四
五
頁

⠟

木
全
琢
麿
⽛
親
鸞
引
用
の
⽝
弁
正
論
⽞
に
つ
い
て
の
一
考
察
⽜⽝
真
宗
研
究
⽞

第
六
四
輯
、
二
〇
二
〇
年
参
照

⠠
⽝
浄
真
全
⽞
二
、
二
五
一
頁

⠡

朝
山
明
彦
⽛⽛
化
身
土
巻
⽜
に
お
け
る
外
教
釈
：⽝
弁
正
論
⽞
の
引
用
意
義
を

中
心
に
⽜⽝
龍
谷
教
学
⽞
第
五
五
巻
、
二
〇
二
二
年
、
十
頁
参
照

⠢

藤
原
智
⽛⽝
教
行
信
証
⽞⽛
化
身
土
巻
⽜
の
⽝
弁
正
論
⽞
引
用
に
つ
い
て
⽜

⽝
現
代
と
親
鸞
⽞
三
一
巻
、
二
〇
一
五
年
、
四
七
頁
参
照

一
〇
〇


